
は
じ
め
に

東
向
観
音
寺
史
料
調
査
団
で
は
、
京
都
市
上
京
区
に
所
在
す
る
観
音
寺
（
東
向

観
音
寺
）
の
史
料
調
査
を
右
の
通
り
行
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
紀
要
第
九
号
・
第
十

号
に
引
き
続
き
、
史
料
目
録
を
掲
載
す
る
。
な
お
、
平
成
十
八
年
に
実
施
し
た
第

六
回
・
第
七
回
調
査
の
参
加
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
所
属
は
調
査
当
時
）。

○
第
六
回
調
査
（
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
〜
四
月
一
日
）

細
川
武
稔
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
機
関
研
究
員
）、
大
塚
紀
弘
、
竹

ノ
内
雅
人
、
杉
山
巖
、
小
瀬
玄
士
、
村
和
明
（
以
上
東
京
大
学
大
学
院
博
士

課
程
）、
松
本
貴
智
（
東
京
大
学
大
学
院
研
究
生
）、
佐
々
木
創
、
三
島
暁
子

（
以
上
武
蔵
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）、
関
本
悟
（
立
正
大
学
大
学
院
修
士
課

程
）、
秋
月
俊
也
（
龍
谷
大
学
大
学
院
修
士
課
程
）、
三
枝
暁
子
（
立
命
館
大

学
文
学
部
講
師
）

○
第
七
回
調
査
（
平
成
十
八
年
八
月
一
日
〜
二
日
）

細
川
武
稔
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
機
関
研
究
員
）、
大
塚
紀
弘
、
竹

ノ
内
雅
人
、
杉
山
巖
、
村
和
明
（
以
上
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）、
松

本
貴
智
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
学
術
研
究
支
援
員
）、
三
浦
龍
昭
（
大
正

大
学
文
学
部
講
師
）、
三
島
暁
子
（
武
蔵
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）、
関
屋
雄

一
（
日
本
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）、
秋
月
俊
也
（
龍
谷
大
学
大
学
院
修
士

課
程
）、
三
枝
暁
子
（
立
命
館
大
学
文
学
部
講
師
）

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
観
音
寺
住
職
上
村
貞
郎
様
、
副
住
職
上
村
法
玄
様
か
ら

種
々
の
ご
配
慮
を
賜
っ
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

東
向
観
音
寺
史
料
目
録
（
三
）

東
向
観
音
寺
史
料
調
査
団

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
一
号

二
〇
〇
七
年
三
月
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【
聖
教
編
史
料
紹
介
】

大
塚
紀
弘
・
細
川
武
稔
・
杉
山
巖

○
西
大
寺
叡
尊
菩
薩
号
勅
謚
関
係
文
書
（
６－

１４
）

正
安
二
年
（
一
三
〇
一
）、
西
大
寺
僧
衆
の
申
請
を
受
け
て
、
後
伏
見
天
皇
か

ら
叡
尊
に
「
興
正
菩
薩
」
号
が
勅
謚
さ
れ
た
。
本
史
料
は
、
そ
の
際
の
関
係
文
書

計
三
通
を
一
紙
に
写
し
た
も
の
で
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
に
沙
弥
栄
岳
が
書

写
し
た
旨
の
奥
書
が
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
三
文
書
が
、
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
―

一
七
〇
三
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
興
正
菩
薩
行
実
年
譜
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

西
大
寺
に
各
々
の
写
し
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（『
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
』）。
本

文
書
は
誤
写
が
多
い
と
い
う
難
点
が
あ
る
が
、
参
考
の
た
め
に
以
下
に
翻
刻
を
掲

げ
る
。

〔
珠
〕

〔
偏
在
〕

被
院
宣
�
、
叡
尊
上
人
者
、
法
灯
高
排
、
戒
□
鎮
瑩
、
志
遍
在
□
□
之
利
益
、

〔
皆
仰
〕

徳
已
叶
菩
薩
之
勝
位
、
五
朝
以
為
国
師
、
四
輩
□
□
薩
�
、
就
中
自
専
三
衣

〔
壇
〕

〔
是
〕

十
戒
之
受
持
、
至
于
秘
密
真
言
之
入
□
、
□
皆
依
上
人
之
教
化
、
恐
已
黷
大

〔
巌
カ
〕

覚
之
同
稱
、
顕
其
徳
高
従
山
□
憶
彼
恩
、
深
従
河
海
、
報
酬
之
志
寤
寐
無
聊
、

〔
行
〕

〔
詔
〕

仍
遂
□
基
菩
薩
之
先
蹤
、
興
正
菩
薩
之
貴
号
、
早
命
有
司
将
垂
□
旨
、
然
而

〔
待
〕

不
相
被
宣
下
、
且
処
觸
寺
中
也
、
叡
情
処
尊
崇
〔
弟
葉
蓋
渇
仰
乎
、
堅
守
彼

菩
薩
之
遺
教
、
莫
致
此
律
脱
カ
〕
法
之
違
犯
者
、
院
宣
如
此
、
仍
執
達
如
件
、

正
安
二
年
七
月
四
日

光
泰
奉

西
大
寺
門
徒
僧
衆
中

謹
請

菩
薩
号
事

〔
庶
カ
〕

〔
主
輙
〕

右
、
菩
薩
之
勝
号
者
、
大
士
之
極
名
也
、
凡
廉
未
践
其
位
、
聖
□
□
授
此
称

□
、

〔
忝
〕

〔
聖
〕

而
今
興
正
菩
薩
恐
陪
五
朝
之
國
師
、
剰
黷
薩
�
之
名
字
、
幸
逢
□
朝
之
明
時
、

〔
開
〕

忽
増
佛
日
之
光
輝
、
非
啻
翹
先
師
之
名
誉
、
忝
亦
□
遺
弟
之
眉
目
、
弥
勵
大

〔
禁
中
〕

悲
闡
提
之
誓
心
、
奉
祈
中
禁
萬
代
之
寶
祚
、
仍
処
請
如
件
、
遺
弟
等
誠
恐
誠

惶
謹
言
、

正
安
二
年
壬
七
月
九
日

西
大
寺
一
門
僧
侶
等

勅
、
傳
灯
大
法
師
位
叡
尊
者
、
一
天
四
海
之
大
導
師
、
濁
世
末
代
之
生
身
佛

〔
侯
卿
〕

也
、
以
済
度
衆
生
為
己
任
、
以
大
悲
闡
提
為
我
願
、
仍
王
□
□
士
之
帰
智
行

也
、
皆
約
現
當
値
遇
、
勇
猛
精
進
之
住
堅
固
也
、
誠
續
佛
法
之
壽
命
、
是
以

〔
啻
カ
〕

九
十
年
之
化
機
暗
弾
、
四
十
八
相
之
妙
果
遂
熟
、
思
其
徳
、
更
匪
真
人
、
方

〔
正
菩
薩
〕

今
贈
籠
輝
、
宜
加
崇
飾
、
故
號
興
□
□
□
、

正
安
二
年
壬
七
月
三
日

菩
薩
号
役
者
次
第

攝
政
前
大
政
大
臣
従
一
位

藤
原
朝
臣
近
衛
殿

兼
基

上
卿
正
二
位
権
大
納
言

〔
源
朝
臣
脱
カ
〕
三
条
坊
門

通
重

勅
使
正
四
位
下
権
少
納
言

藤
原
朝
臣

範
重

手
書
大
内
記
正
五
位
下

藤
原
朝
臣

六
角
為
範

辨
官
権
左
少
弁
正
四
位
下

藤
原
朝
臣

光
定

〔
院
〕

職
事
蔵
人
兵
部
少
輔

正
五
位
上
平
朝
臣

安
居
住
惟
輔

〔
旨
カ
〕

〔
議
〕

院
宣
奉
書
参
儀
正
三
位
下

藤
原
朝
臣

光
泰

〔
旨
カ
〕

〔
予
〕

院
宣
御
使
伊
与
大
掾

中
原
朝
臣

重
次

外
記
史
生

寛
文
第
九
酉
仲
夏
下
旬

外
記
史
部

應
人
々
需
書
沙
弥
栄
岳（

大
塚
）
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○
馬
鳴
菩
薩
御
札
（
６－

１８
）

馬
鳴
菩
薩
の
御
札
で
、
江
戸
時
代
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
下
部
に
「
尾
陽
砂
子

自
性
密
院
」
と
あ
り
、
尾
張
国
砂
子
の
自
性
院
で
頒
布
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

自
性
院
は
、
現
在
愛
知
県
海
部
郡
大
治
町
砂
子
字
千
手
堂
に
あ
る
真
言
宗
智
山
派

の
寺
院
で
、
鎌
倉
円
覚
寺
蔵
の
『
尾
張
国
富
田
荘
絵
図
』
に
描
か
れ
る
成
願
寺
の

寺
跡
を
継
ぐ
と
さ
れ
る
。

御
札
に
刷
ら
れ
た
馬
鳴
菩
薩
像
は
、『
図
像
抄
』（
十
巻
抄
）に
見
え
る
図
像
の
系

譜
を
引
く
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（
生
駒
哲
郎
「
馬
鳴
菩
薩
の
信
仰
」（『
養
蚕
の

神
々
―
繭
の
里
で
育
ま
れ
た
信
仰
―
』
安
中
市
ふ
る
さ
と
学
習
館
、
二
〇
〇
四
、

参
照
）。
上
部
の
讃
は
以
下
の
通
り
で
、『
図
像
抄
』
に
類
似
の
讃
が
見
出
せ
る
。

馬
鳴
菩
薩

分
形
大
千

化
為
蠶
虫

口
吐
絲
綿

巡
千
世
界

普
音
在
光

供
養
感
應

福
柞
無
邊

（
大
塚
）

○
泉
涌
寺
戒
牒
（
６－

２７
・
３４
・
３９
）

戒
牒
は
、
沙
弥
に
具
足
戒
を
受
戒
す
る
際
に
作
成
さ
れ
、
受
戒
の
証
明
書
と
し

て
機
能
し
た
（
松
尾
剛
次
『
新
版
鎌
倉
新
仏
教
の
成
立
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

八
）。
三
通
の
戒
牒
は
、
い
ず
れ
も
江
戸
中
期
の
泉
涌
寺
に
お
け
る
受
戒
の
戒
牒

で
あ
る
。
年
代
順
に
、
�
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
の
勢
秀
戒
牒
（
３４
）、
�
寛

文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
の
宏
源
戒
牒
（
３９
）、
�
元
禄
十
七
年
（
一
七
〇
四
）

の
信
啓
戒
牒
（
２７
）
と
な
る
。
以
上
三
僧
は
観
音
寺
の
住
持
で
、
宏
源
・
信
啓
は

師
弟
関
係
に
あ
っ
た
（
０
―
１７
）。
観
音
寺
は
泉
涌
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
た
め
、

本
寺
の
泉
涌
寺
で
受
戒
し
た
の
で
あ
る
。

�
の
冒
頭
に
列
挙
さ
れ
た
十
人
の
僧
侶
は
、
受
戒
に
際
し
て
招
請
さ
れ
た
三
師

七
証
で
、
泉
涌
寺
住
持
の
照
珍
が
戒
和
上
を
勤
め
た
こ
と
、
泉
涌
寺
僧
の
ほ
か
、

い
ず
れ
も
山
城
国
に
あ
っ
た
唐
招
提
寺
末
の
法
園
寺
、
遍
照
心
院
、
西
大
寺
末
の

大
乗
院
、
速
成
就
院
か
ら
律
師
が
招
請
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
次
に
、
�
�
で

は
、
三
師
七
証
が
半
分
の
五
人
に
減
っ
て
い
る
。
�
で
は
、
泉
涌
寺
住
持
宣
亮
の

ほ
か
に
、
大
和
国
の
新
禅
院
、
西
大
寺
、
喜
光
寺
、
唐
招
提
寺
か
ら
、
�
で
は
、

泉
涌
寺
の
前
堂
頭
、
前
住
持
の
ほ
か
、
泉
涌
寺
末
の
誠
心
院
か
ら
律
師
が
招
請
さ

れ
て
い
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
泉
涌
寺
に
お
け
る
受
戒
制
の
様
相
お
よ
び
変
遷
が

垣
間
見
え
る
。

�
６
―
３４

奉
請泉

涌
寺
大
徳
長
老
照
珎
律
師
「
訃
」

奉
請
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法
園
寺
大
徳
長
照
律
師
「
訃
」

奉
請大

乗
院
大
徳
実
誉
律
師
「
訃
」

奉
請

〔
照
〕

遍
昭
心
院
大
徳
清
重
律
師
「
訃
」

奉
請速

成
就
院
大
徳
高
栄
律
師
「
訃
」

奉
請泉

涌
寺
大
徳
秀
長
律
師
「
訃
」

奉
請泉

涌
寺
大
徳
□
宥
律
師
「
訃
」

奉
請泉

涌
寺
大
徳
弘
賢
律
師
「
訃
」

奉
請泉

涌
寺
大
徳
元
昶
律
師
「
訃
」

奉
請泉

涌
寺
大
徳
松
旭
律
師
「
訃
」

沙
弥
「
勢
秀
」
稽
首
和
南
大
徳
足
下

窃
以
三
学
殊
途
、
必
会
通
於
漏
尽
、
五
乗
広
運
、
資
戒
足
以
為
先
、
是
以
表

無
表
戒
、
務
衆
行
之
津
梁
、
願
無
願
心
、
祈
七
支
之
勝
躅
、
但
「
勢
秀
」
宿

因
多
幸
、
得
�
法
門
、
未
登
清
禁
、
夙
夜
剌
悚
、
今
契
寛
永
元
年
十
一
月
廿

二
日
於
泉
涌
寺
戒
場
受
具
足
戒
、
伏
願
大
徳
慈
悲
抜
済
、
小
識
和
南
、

寛
永
元
〈
甲
子
〉
年
十
一
月
廿
二
日
沙
弥
「
勢
秀
」
謹
疏

和
上伝

燈
大
宗
師

照
珍

戒
壇
堂
達

伝
燈
大
律
師

印
照

�
６
―
３９

奉
請泉

涌
寺
大
徳
長
老
宣
亮
宗
師

「
訃
」

奉
請新

禅
院
大
徳
浄
慶
律
師
「
訃
」

奉
請西

大
寺
大
徳
高
光
律
師
「
訃
」

奉
請喜

光
寺
大
徳
覚
賢
律
師
「
訃
」

奉
請招

提
寺
大
徳
義
海
律
師
「
訃
」

「
宏
源
」
稽
首
和
南
大
徳
足
下

窃
以
三
学
殊
途
、
必
会
通
於
漏
尽
、
五
乗
広
運
、
資
戒
足
以
為
先
、
是
以
表

無
表
戒
、
務
衆
行
之
津
梁
、
願
無
願
心
、
祈
七
支
之
勝
躅
、
但
「
宏
源
」
宿

因
多
幸
、
得
�
法
門
、
未
登
清
禁
、
夙
夜
剌
悚
、
今
契
今
月
今
日
於
泉
涌
寺

戒
場
受
具
足
戒
、
伏
願
大
徳
慈
悲
抜
済
、
小
識
和
南
、

寛
文
十
二
壬
子
歳
九
月
十
三

日

「
宏
源
」

謹
白

和
上伝

燈
大
法
師
位

宣
亮

戒
壇
堂
達

伝
燈
大
法
師
位

高
秀

�
６
―
２７
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奉
請前

泉
涌
寺
堂
頭
大
徳
整
峰
宗
師
「
訃
」

奉
請前

泉
涌
寺
大
徳
長
老
卓
岩
宗
師
「
訃
」

奉
請前

泉
涌
寺
大
徳
長
老
虎
渓
宗
師
「
訃
」

奉
請前

泉
涌
寺
大
徳
長
老
春
瑞
宗
師
「
訃
」

奉
請誠

心
院
大
徳
�
岩
律
師
「
訃
」

信
敬
稽
首
和
南
大
徳
足
下

窃
以
三
学
殊
途
、
必
会
通
於
漏
尽
、
五
乗
広
運
、
資
戒
足
以
為
先
、
是
以
表

無
表
戒
、
務
衆
行
之
津
梁
、
願
無
願
心
、
祈
七
支
之
勝
躅
、
但
〈
信
啓
〉
宿

因
多
幸
、
得
造
法
門
、
未
登
清
禁
、
夙
夜
剌
悚
、
今
契
今
月
今
日
於
泉
涌
寺

戒
場
受
具
足
戒
、
伏
願
大
徳
慈
悲
抜
済
、
小
識
和
南
、

元
禄
十
七
年
甲
申
年
二
月
十
七
日

信
啓
謹
疏

和
上伝

燈
大
宗
師

整
峰

戒
壇
堂
達

伝
燈
大
律
師

照
山

（
大
塚
）

○
聖
教
箱
目
録

無
量
寿
院
（
６－

３１
）

醍
醐
寺
無
量
寿
院
の
聖
教
目
録
の
写
本
。
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し

て
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
作
成
の
目
録
（
小
原
仁
氏
に
よ
る
翻
刻
、『
醍
醐

寺
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要
』
一
五
号
、
一
九
九
六
年
）
が
あ
る
が
、
本
目
録
は

そ
れ
に
先
行
す
る
も
の
で
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
作
成
、
享
保
五
年
（
一
七

二
〇
）
書
写
。
二
つ
の
目
録
を
比
較
す
る
と
、
目
録
の
冊
数
は
寛
文
目
録
が
一
に

対
し
元
文
目
録
が
三
、
聖
教
箱
の
数
は
寛
文
目
録
が
四
十
三
に
対
し
元
文
目
録
は

五
十
と
な
っ
て
お
り
、
聖
教
が
増
加
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
と
も
に
虫
干
し

の
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
各
箱
の
内
容
は
大
幅
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

虫
干
し
に
際
し
そ
の
時
々
の
方
針
に
基
づ
い
て
聖
教
の
整
理
が
行
わ
れ
、
同
時
に

目
録
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
細
川
）

○
斎
別
受
八
戒
作
法
（
６－

４０
）

在
家
衆
に
対
す
る
八
斎
戒
授
戒
の
作
法
を
記
し
た
作
法
書
で
あ
る
。
本
書
は
寛

文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
等
の
版
本
が
知
ら
れ
る
の
み
で
、
観
音
寺
本
は
奥
書
が

な
い
も
の
の
、
江
戸
時
代
の
写
本
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
た
だ
、
版
本
を
底
本
と

し
た
可
能
性
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

内
題
に
続
い
て
「
興
正
菩
薩
造
」
と
あ
り
、『
興
正
菩
薩
行
実
年
譜
』
に
叡
尊

の
著
作
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
別
受
八
斎
戒
作
法
」
を
指
す
と
み
て
よ
か
ろ

う
（『
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
』）。

（
大
塚
）

○
室
町
幕
府
歴
代
将
軍
忌
日
（
６－

４６－

２
）

初
代
尊
氏
、
二
代
義
詮
、
三
代
義
満
、
四
代
義
持
、
六
代
義
教
、
七
代
義
勝
、

八
代
義
政
、
九
代
義
尚
、
義
視
、
十
一
代
義
澄
、
五
代
義
量
（
紙
背
）
の
順
で
、

院
号
、
死
没
年
月
日
、
年
齢
等
を
記
す
。
義
量
の
没
年
を
永
享
十
二
年
と
す
る
な

ど
（
実
際
は
応
永
三
十
二
年
）、
い
く
つ
か
誤
り
も
見
受
け
ら
れ
る
。
天
和
三
年
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（
一
六
八
三
）
の
、
昌
誉
誓
状
と
同
一
の
包
紙
に
包
ま
れ
る
が
、
内
容
に
関
連
性

は
な
い
。
東
向
観
音
寺
は
尊
氏
が
伽
藍
を
整
備
し
た
と
さ
れ
る
な
ど
、
足
利
氏
と

の
関
係
が
深
い
。
あ
る
い
は
位
牌
の
銘
を
写
し
た
も
の
か
。

（
細
川
）

○
涅
槃
講
式
（
１５－

１
・
６
・
９
）

１５
函
は
、
講
式
を
中
心
と
す
る
十
二
巻
の
巻
子
本
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。
十

二
巻
の
う
ち
六
巻
の
巻
子
本
に
は
奥
書
が
記
さ
れ
て
お
り
（
目
録
参
照
）、
こ
れ

ら
の
書
写
年
代
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
こ
の
函
に
収

め
ら
れ
て
い
る
一
連
の
巻
子
本
は
、
凡
そ
二
段
階
に
わ
た
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
寛
文
・
延
宝
年
間
（
一
六
六
一
―
一
六
八
〇
）
に
観
音
寺

住
持
の
宏
源
に
よ
り
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
函
に
収
め
ら
れ
た
史
料
の
大
部

分
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
、
享
保
年
間
に
観
音
寺
住
持
で
あ
っ
た
源
秀
の
書

写
し
た
も
の
若
干
を
加
え
た
も
の
が
一
連
の
巻
子
本
の
性
格
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

全
十
二
巻
の
巻
子
本
の
う
ち
に
、
三
巻
の
涅
槃
講
式
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
１５
―

６
は
、
寛
文
六
年
に
宏
源
が
書
写
し
た
も
の
で
、
源
信
の
著
作
と
さ
れ
る
涅
槃
講

式
（『
恵
心
僧
都
全
集
』
五
）
の
系
統
に
属
す
る
写
本
で
あ
る
。
一
方
１５
―
９
は
、

明
恵
の
著
作
に
か
か
る
涅
槃
講
式
（『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
八
四
）
の
写
本
で
あ

る
。
こ
の
本
は
奥
書
を
欠
く
も
の
の
、
江
戸
中
期
の
観
音
寺
に
お
い
て
様
々
な
系

統
の
涅
槃
講
式
が
書
写
蒐
集
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
こ
れ
ら
に
は
朱

あ
る
い
は
墨
に
よ
り
訓
点
や
節
博
士
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
実
際
の
儀
式
に

使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
興
味
深
い
。

（
杉
山
）

○
天
神
講
私
記
（
１５－

７
）

１５
―
７
は
、「
天
神
講
私
記
」
の
内
題
を
も
つ
「
天
神
講
式
」
の
写
本
で
あ
る
。

書
写
奥
書
を
欠
く
の
が
惜
し
ま
れ
る
が
、
１５
函
に
収
め
ら
れ
て
い
る
他
の
巻
子
本

と
同
様
、
江
戸
中
期
の
書
写
に
か
か
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

天
神
講
式
は
、
一
段
本
、
三
段
本
、
さ
ら
に
菅
原
為
長
の
撰
と
伝
え
ら
れ
る
五

段
本
の
三
つ
の
系
統
の
諸
本
が
あ
り
、
一
段
本
と
五
段
本
は
『
神
道
大
系
』
神
社

篇
十
一
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

観
音
寺
に
伝
来
し
た
こ
の
写
本
は
、
五
段
本
の
系
統
に
属
す
る
も
の
で
、
同
系

統
の
古
写
本
と
し
て
は
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
の
書
写
に
か
か
る
醍
醐
寺
三
宝

院
本
、
応
永
十
四
年
（
一
四
〇
七
）
に
書
写
さ
れ
た
東
寺
観
智
院
本
な
ど
が
あ
る
。

（
杉
山
）

○
妙
法
蓮
華
経

観
世
音
菩
薩
普
門
品
（
２７－

１
）

２７
―
１
は
、
紺
紙
に
金
銀
泥
で
書
写
さ
れ
た
妙
法
蓮
華
経
の
第
二
十
五
観
世
音

菩
薩
普
門
品
で
、
折
本
装
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
経
巻
が
書
写
さ

れ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
奥
書
に
よ
り
お
よ
そ
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
京
に
住
む
常
祐
の
父
義
密
居
士
は
、
妙
法
蓮
華
経
の
観
世
音
菩
薩

普
門
品
を
三
十
三
巻
金
字
で
書
写
し
、
洛
陽
三
十
三
観
音
に
一
巻
ず
つ
奉
納
す
る

と
い
う
願
を
立
て
た
。
し
か
し
、
数
巻
を
書
き
終
え
た
と
こ
ろ
で
病
に
罹
り
、
願

を
果
た
せ
な
い
ま
ま
死
去
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
十
数
年
が
経
ち
、
義
密
の

息
子
の
常
祐
は
、
父
親
の
遺
志
を
継
ぎ
、
三
十
三
巻
の
観
世
音
菩
薩
普
門
品
を
自

ら
書
写
し
、
部
分
的
に
は
周
囲
の
人
に
書
写
さ
せ
て
書
き
終
え
、
正
�
元
年
七
月

十
七
日
に
各
所
に
奉
納
し
た
と
い
う
。

今
後
、
洛
陽
三
十
三
所
に
数
え
ら
れ
る
他
の
諸
寺
の
調
査
に
よ
り
、
本
経
の
ツ

レ
と
な
る
も
の
の
出
現
が
俟
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
杉
山
）
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な
お
、
以
下
に
解
説
を
掲
げ
る
三
点
は
、
本
稿
に
目
録
を
掲
載
し
て
い
る
四
つ

の
函
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
史
料
的
価
値
に
鑑
み
て
こ
こ

に
紹
介
す
る
。
こ
の
う
ち
、「
開
山
無
人
和
尚
行
業
記
」（
０
―
２１
）
に
つ
い
て
は
、

本
紀
要
第
九
号
に
掲
載
の
「
東
向
観
音
寺
史
料
目
録
（
一
）」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ま
た
、「
無
人
如
導
宗
師
像
」
お
よ
び
「
無
人
如
導
宗
師
書
状
」
は
、
寺
宝
と
し

て
別
置
さ
れ
て
い
る
。

○
開
山
無
人
和
尚
行
業
記
（
０－

２１
）

※
目
録
（
一
）
所
載

本
書
は
観
音
寺
中
興
開
山
の
「
無
人
和
尚
」
如
導
の
伝
記
で
、
そ
の
没
後
四
十

五
年
の
応
永
九
年
（
一
四
〇
二
）、
如
導
の
門
弟
で
あ
る
「
北
野
観
音
寺
長
老
蓮

忍
房
」
慧
澄
の
求
め
に
よ
り
、
東
福
寺
前
住
（
海
蔵
院
）
の
在
先
希
譲
が
著
述
し

た
。
希
譲
は
尾
張
真
福
寺
、
建
仁
寺
に
学
び
、
三
聖
寺
、
普
門
寺
、
東
福
寺
の
住

持
を
歴
任
し
、
応
永
十
年
に
示
寂
し
た
聖
一
派
の
禅
僧
で
あ
る
。

末
尾
に
引
用
さ
れ
て
い
る
建
仁
寺
如
是
院
の
此
山
妙
在
の
讃
は
、
現
在
観
音
寺

に
所
蔵
さ
れ
る
如
導
肖
像
画
の
上
部
に
加
え
ら
れ
た
賛
文
の
転
記
で
あ
る
。
妙
在

は
貞
和
元
年
（
一
三
四
五
）
に
帰
朝
し
た
入
元
僧
で
、
万
寿
寺
、
建
仁
寺
、
天
竜

寺
、
円
覚
寺
の
住
持
を
歴
任
し
、
永
和
三
年
（
一
三
七
七
）
に
示
寂
し
た
仏
光
派

の
禅
僧
で
あ
る
。

本
書
の
写
本
は
、
神
宮
文
庫
に
も
伝
わ
っ
て
お
り
、『
群
書
解
題
』
に
よ
れ
ば
、

江
戸
後
期
の
写
し
が
内
閣
文
庫
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
静
嘉
堂
文
庫
な
ど
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
刊
本
は
、『
続
群
書
類
従
』
九
上
お
よ
び
『
大
日
本
史
料
』

六
編
之
二
十
一
（
無
人
和
尚
行
業
記
）
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
多
少
の
異
同
が
あ

る
。
観
音
寺
に
は
、
巻
子
本
以
外
に
冊
子
本
も
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

『
続
群
書
類
従
』
と
同
文
で
あ
る
。
な
お
、
如
導
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
中
世
都
市
京
都
の
律
家
」（『
寺
院
史
研
究
』
一
〇
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

（
大
塚
）

観
音
寺
で
は
、
中
興
開
山
無
人
如
導
宗
師
六
百
五
十
年
御
遠
忌
を
記
念
し
て
、
平

成
十
八
年
五
月
十
八
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
寺
宝
展
が
開
催
さ
れ
た
。

以
下
、
宗
師
ゆ
か
り
の
宝
物
二
点
を
紹
介
す
る
。

○
無
人
如
導
宗
師
像

観
音
寺
を
律
院
と
し
て
再
興
し
た
如
導
宗
師
の
肖
像
画
。
紙
本
著
色
。
縦
一
〇

六
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
五
三
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
香
衣
の
上
に
香
袈

裟
を
円
環
で
吊
り
、
右
手
に
払
子
を
執
り
、
法
被
を
掛
け
た
椅
子
に
坐
す
。
宗
師

の
没
後
間
も
な
い
南
北
朝
期
の
作
と
見
ら
れ
る
。
像
上
の
賛
文
は
、
此
山
妙
在
の

筆
で
、『
開
山
無
人
和
尚
行
業
記
』（
０
―
２１
）
の
末
尾
に
引
用
が
あ
る
。

〔
賛
文
翻
刻
〕

氷
霜
戒
行

珠
玉
器
量

舌
上
波
翻

胸
中
月
朗

似
波
離
尊
者
容
儀

如
南
山
律
師
形
像

〔
處
道
〕

住
持
一
十
餘
□
□
場

四
十
餘
年
名
飛
海
上

〔
宗
〕

天
是
謂
律
□
正
傳

東
山
如
是
住

妙
在
此
山

謹
讃

（
大
塚
）
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○
無
人
如
導
宗
師
書
状

見
蓮
（＝

見
蓮
房
如
導
）
が
蓮
禅
房
に
宛
て
て
書
い
た
書
状
。
蓮
禅
房
の
希
望

通
り
、
熊
一
丸
が
西
保
・
得
一
両
村
の
保
司
職
に
補
任
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
た
も

の
で
あ
る
。
両
村
は
徳
大
寺
家
領
の
越
中
国
般
若
野
庄
内
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
ま
た
、
補
任
状
を
発
し
た
「
寺
家
」
は
、
徳
大
寺
家
が
管
轄
し
た
京
都
の
永

円
寺
ま
た
は
本
願
寺
（
如
導
宗
師
の
開
基
）
と
み
ら
れ
る
。

〔
翻
刻
〕

西
保
・
得
一
両
村
保
司
職
事
、」
就
二

御
口
入
一

被
レ

仰
―二

付
熊
一
丸
一

」
候
、
仍
徳

大
寺
家
御
教
書
」
并
寺
家
補
任
状
等
如
レ

此
、」
子
細
見
レ

状
候
歟
、
年
貢
以
下

無
二

」
懈
怠
一

可
レ

致
二

其
沙
汰
一

之
由
可
レ

被
レ

仰
候
也
、」
恐
々
謹
言
、

六
月
五
日

見
蓮
（
花
押
）

蓮
禅
御
房

（
大
塚
）
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【
聖
教
編
６
・
１５
・
２７
・
２８
函
史
料
目
録
凡
例
】

・
番
号
は
、
函
か
ら
取
り
出
し
た
順
と
し
た
。
包
紙
等
で
一
括
さ
れ
た
史
料
に
つ

い
て
は
同
一
番
号
を
付
し
、
枝
番
で
分
類
し
た
。

・
名
称
は
、
基
本
的
に
内
題
を
採
用
し
た
。
外
題
・
尾
題
等
を
参
照
し
、
調
査
団

の
判
断
で
付
け
た
場
合
は
、
丸
括
弧
で
括
っ
た
。

・
成
立
は
、
す
べ
て
江
戸
時
代
と
判
断
し
、
特
に
欄
を
設
け
な
か
っ
た
。

・
品
質
は
、
摘
要
欄
に
明
記
の
な
い
も
の
は
す
べ
て
紙
本
墨
書
で
あ
る
。

・
法
量
は
、
縦
×
横
、
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
冊
子
本
、
折
本
は
表
紙
を
、

巻
子
本
、
続
紙
で
全
体
の
測
定
が
困
難
な
も
の
は
最
も
平
均
的
な
紙
を
測
定
し
、

そ
れ
が
第
何
紙
か
を
丸
括
弧
で
括
っ
て
示
し
た
。

・
紙
数
は
、
冊
子
本
に
つ
い
て
は
丁
数
を
示
し
た
。
共
紙
表
紙
の
場
合
は
、
表
紙

も
紙
数
に
含
め
た
。
折
本
は
折
山
の
数
を
示
し
た
。

・
奥
書
欄
は
、
意
味
上
の
区
切
り
に
よ
る
改
行
を
鍵
括
弧
で
示
し
、
別
件
の
場
合

は
改
行
し
て
表
記
し
た
。

・
外
題
欄
に
は
、
題
名
以
外
の
注
記
も
含
め
て
記
し
た
。

・
朱
筆
は
二
重
鍵
括
弧
で
括
り
、
虫
損
等
で
判
読
で
き
な
か
っ
た
箇
所
は
、
□
で

示
し
た
。

・
本
目
録
の
入
力
は
、
大
塚
紀
弘
・
細
川
武
稔
（
６
函
）、
杉
山
巖
（
１５
・
２７
・

２８
函
）
が
行
っ
た
。
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６
函
史
料
目
録

番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

１
於
他
化
自
在
天
王
宮
大
摩

尼
殿
理
趣
能
説
曼
荼
羅
之

図

切
紙

２４
．７
×
３４
．５

１

２
（
種
子
曼
荼
羅
）

竪
紙

４０
．２
×
２７
．８

１

３
〈
理
趣
会
〉
金
剛
薩
�
念

誦
私
記

折
本
装

１６
．７
×
１２
．０

２４
紙
背
に
某
聖
教
を
書
写

（
表
と
同
筆
）

４
中
臣
祓

折
本
装

１６
．３
×
８
．２

１５

５
法
華
懺
法

折
本
装

１５
．４
×
９
．４

７２
補
注
（
朱
書
）
あ
り

奉
為
桜
町
院
令
附
属
于
泉
涌
寺
者
也
」
正
二
位
源
重
�

６
（
菩
薩
戒
本
宗
要
）

折
本
装

３４
．３
×
９
．８

２０
紙
本
墨
版
、
尾
欠
、
詳
細

な
注
記
（
墨
書
）
あ
り

７
在
家
入
道
結
縁
剃
髪
法
略

式

折
本
装

２４
．１
×
１２
．３

３０
包
紙
「
在
家
結
縁
剃
髪
」、

白
文
方
印
「
南
山
正
定
」

「
釈
氏
玄
玄
」、
朱
文
方
印

「
宏
源
」、
紙
背
文
書
あ
り

右
在
家
結
縁
剃
髪
儀
」
自
古
在
塵
裏
而
剃
頭
髪
者
挙
世
称

俗
沙
弥
蓋
夫
剃
除
鬢
髪
故
云
沙
弥
意
同
近
住
故
立
俗
名
或
五

戒
及
十
戒
曽
受
持
者
而
稀
故
不
廃
俗
号
歟
所
以
行
其
剃
髪
無

別
法
式
今
時
多
伝
真
沙
弥
法
甚
以
為
不
可
也
矣
故
今
不
獲
已

編
此
略
式
以
輔
時
用
雖
然
是
為
常
式
非
伝
于
世
後
人
当
随
時

折
中
随
宜
用
舎
則
吾
願
満
足
于
此
耳
」
時
延
宝
丁
巳
秋
日

釈
宏
源
識

在
家
結
縁
仏
道
剃
髪
略
式
一
巻

在
家
結
縁
剃
髪
儀
」
宏
源

北
埜
上
林
苑
観
世
音
律
寺
公
用

８
四
分
宗
分
亡
五
衆
物
儀
一

巻

折
本
装

２１
．０
×
１１
．５

３１
７
と
同
じ
包
紙
で
一
括

延
宝
丙
辰
八
月
十
日
於
壬
生
西
坊
為
高
元
沙
弥
行
分
物
之
法

即
補
時
用
之
一
記
是
別
坊
行
事
略
如
斯
耳
自
古
雖
有
行
式
不

合
其
鈔
文
故
記
之
了
」
釈

玄
々
叟

宏
源

識

９
啓
白
請
諷
誦
文
事

竪
紙

３８
．９
×
５２
．８

１
明
暦
三
丁
酉
年
三
月
初
一
日
衆
等
〈
啓
白
〉

１０
請
定
」
伝
法
灌
頂
職
衆
事
竪
紙

３９
．８
×
５２
．９

１
貞
享
二
年
九
月

日
行
事
信
啓

１１
（
泉
涌
寺
金
光
明
懺
法
疏
）
竪
紙

３８
．５
×
５２
．９

１
寛
文
九
年
正
月
初
一
日
日
本
国
泉
涌
寺
現
前
諸
衆
等
謹
疏

１２
（
諷
誦
文
）

竪
紙

３６
．３
×
５０
．３

１

１３
三
弁
法
施

毎
晨

甲
子
竪
紙

３３
．８
×
４２
．７

１
端
裏
書
「
三
弁
法
施

毎

晨
甲
子
」

１４
（
西
大
寺
叡
尊
菩
薩
号
勅

許
関
係
文
書
）

続
紙

３７
．６
×
９６
．９

１
３
通
の
文
書
を
２
紙
の
続

紙
に
写
す
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番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

１５
１
（
唯
識
論
述
記
聞
書
第
一

号
）

大
和
綴

１２
．４
×
１７
．１

２５
大
能
化
佐
伯
大
和
尚

明
治
十
七
年
六
月
二
日
開
演

唯
識
論
述
記
聞
書
」
第
壱
号

所
化
智

範

１５
２
（
唯
識
論
述
記
聞
書
第
二

号
）

大
和
綴

１２
．４
×
１７
．３

３９
唯
識
論
述
記
聞
書
」
第
二
号

所
化
智

範

１５
３
（
唯
識
論
述
記
聞
書
第
三

号
）

大
和
綴

１２
．４
×
１７
．１

３９
大
能
化
」
唯
識
論
述
記
聞
書
」
第
三
号

所
化
智
範

１５
４
（
唯
識
論
述
記
聞
書
第
四

号
）

大
和
綴

１２
．４
×
１７
．１

４０
明
治
十
七
年
」
十
一
月
廿
八
日
」
唯
識

述
記
〈
聞
書
〉」
第
四
号

所
化
智
範

１６
１
（
随
流
伝
授
聴
書

第
一

号
）

大
和
綴

１２
．４
×
１６
．９

４６
明
治
第
十
九
年
四
月
二
日
於
京
師
東
山

泉
涌
寺
道
場
第
弐
重
」
第
初
重
護
摩
ヨ

リ
初
ム
初
重
加
ヘ
タ
リ
」
受
者
行
般
」

随
流
伝
授
聞
書
」
大
阿
闍
梨
旭
雅
大
僧

正
」『
第
壱
号
』

１６
２
（
随
流
伝
授
聴
書

第
三

号
上
）

大
和
綴

１２
．３
×
１７
．０

４４
随
ー
御
流

洛
巽
沙
門
」
伝
授
聞
書
」

第
三
号
上

受
者
真
明

１６
３
（
随
流
伝
授
聞
書
）

大
和
綴

１２
．３
×
１７
．３

２６
明
治
廿
一
年
三
月
十
三
日
午
後
」
伝
授

聞
書
」
地
蔵
御
縁
」
受
者
」
真
明

１６
４
（
随
流
伝
授
聞
書
）

大
和
綴

１２
．３
×
１７
．１

８
伝
授
聞
書

１７
（
某
聞
書
）

大
和
綴

１２
．１
×
１７
．０

１４
首
欠

明
治
九
年
十
一
月
」
二
日

１８
（
馬
鳴
菩
薩
御
札
）

切
紙

２４
．４
×
１３
．１

１
「
尾
陽
砂
子
自
性
密
院
」

と
あ
り

１９
（
真
言
陀
羅
尼
集
）

折
本
装

１４
．５
×
９
．５

３
紙
本
墨
版
、
前
後
欠

２０
正
念
誦

折
本
装

１６
．８
×
１２
．０

８
尾
欠

２１
（
某
経
典
断
簡
）

折
本
装

２１
．４
×
６
．６

１
紙
本
墨
版
、
断
簡

２２
（
某
聖
教
）

粘
葉
装

１７
．１
×
１６
．４

２４
包
紙
あ
り
、
首
尾
欠
、
補

注
（
朱
筆
）
あ
り

２３
（
一
条
殿
新
建
祠
堂
移
遷

敬
白
文
）

折
本
装

１４
．１
×
１２
．１

１３
一
条
殿
御
仏
殿
鎮
座
」
□
話
在
之
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番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

２４
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
摩

耶
経
般
若
波
羅
蜜
多
理
趣

品

巻
子
装

２７
．０
×
３５
．０（
２
）

１４
般
若
理
趣
経

２５
南
山
一
字
宗
妙

竪
紙

３０
．９
×
４４
．２

１

２６
１
（
秘
密
伝
法
潅
頂
印
信

紹
文
）

竪
紙

３２
．０
×
３９
．０

１
首
欠
、
養
遍
→
政
応
、
寛

永
２
年
２
月
１０
日

２６
２
（
秘
密
伝
法
潅
頂
印
信

印
明
）

竪
紙

３２
．１
×
４４
．５

１
養
遍
→
政
応

２６
３
（
秘
密
伝
法
潅
頂
印
信

血
脈
）

竪
紙

３２
．０
×
４０
．０

１
首
欠
、
養
遍
→
政
応

２７
（
泉
涌
寺
戒
牒
）

続
紙

３７
．４
×
１０１
．４

２
雲
紙
、
元
禄
１７
年
２
月
１７

日

沙
弥
信
啓
謹
疏
」
和
上
伝
燈
大
宗
師
整
峰
」
戒
壇
堂
達
伝
燈

大
律
師
照
山

２８
（
祖
師
諷
経
回
向
）

竪
紙

３６
．３
×
４９
．２

１
祖
師
諷
経
回
向

２９
（
某
表
白
文
）

竪
紙

３５
．２
×
５０
．７

１

３０
法
華
八
講

続
紙

２９
．３
×
４２
．４（
２
）

３
節
博
士
（
朱
）、
声
点

（
朱
）

３１
聖
教
箱
目
録

無
量
寿
院
袋
綴
装

３０
．９
×
２３
．７

３５
「
寛
文
七
〈
丁
未
〉
年
六

月
虫
払
之
時
清
書
之
也
」

と
あ
り

右
当
院
聖
教
目
録
者
寛
文
七
〈
丁
未
〉
稔
六
月
虫
払
之
序
誌

焉
庶
幾
末
葉
毎
年
虫
払
無
懈
怠
�
是
等
之
聖
教
猶
眼
目
猥
不

可
他
借
者
歟
仍
粗
記
之
而
已
」
松
門
末
葉
公
円
御
判
」
右
聖

教
目
録
者
師
主
権
僧
正
従
仰
此
以
御
本
令
書
写
畢
」
享
保
第

五
〈
庚
子
〉
暦
十
二
月
廿
四
日
権
律
師
澄
翁

松
橋
聖
教
目
録
之
写

３２
遷
座
次
第

折
紙

３３
．１
×
４４
．４

１

３３
（
某
表
白
文
）

竪
紙

３８
．９
×
５２
．５

１
仮
名
（
墨
）、
句
切
点

（
朱
）

３４
（
泉
涌
寺
戒
牒
）

続
紙

３６
．１
×
１６７
．７

２
泉
涌
寺
・
法
園
寺
・
大
乗

院
・
遍
昭
心
院
・
速
成
就

院
の
僧
を
奉
請
、
寛
永
元

年
１１
月
２２
日

沙
弥
勢
秀
謹
疏
」
和
上
伝
燈
大
法
師
位
照
珍
」
戒
壇
堂
達
伝

燈
大
法
師
位
印
照

３５
１
（
偈
）

竪
紙

２４
．３
×
３３
．２

１
包
紙
上
書
「
国
師
之
賢

宏
源
所
写
也

二
枚
」

３５
２
（
偈
）

竪
紙

２４
．３
×
３３
．２

１
同
上
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番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

３７
（
開
山
宿
忌
回
向
）

竪
紙

３６
．３
×
４９
．４

１
「
開
山
大
興
正
法
国
師
」

と
あ
り

開
山
宿
忌
回
向

３８
諸
徳
再
拝

竪
紙

３２
．３
×
７９
．５

１
節
博
士
（
墨
）

３９
（
泉
涌
寺
戒
牒
）

竪
紙

３８
．０
×
５２
．７

１
泉
涌
寺
・
新
禅
院
・
西
大

寺
・
喜
光
寺
・
招
提
寺
の

僧
を
奉
請
、
寛
文
１２
年
９

月
１３
日

宏
源
謹
白
」
和
上
伝
燈
大
法
師
位
宣
亮
」
戒
壇
堂
達
伝
燈
大

法
師
位
高
秀

４０
斎
別
受
八
戒
作
法

折
本
装

１６
．６
×
１２
．１

４０
「
興
正
菩
薩
造
」
と
あ
り

４１
宀
一
山
大
事

折
本
装

１５
．４
×
１１
．８

１２
諸
大
事
」
空
泉

４２
隠
所
作
法

粘
葉
装

１６
．４
×
１５
．７

４
十
四

玄
龍
」『
十
二
』」
常
喜
院
」
隠

所
作
法

三
宝
院

薄
」

４３
（
伝
法
潅
頂
大
事
口
決
）

続
紙

２９
．６
×
４６
．０（
２
）

６
寛
元
二
年
〈
甲
辰
〉
六
月
中
旬
之
比
乍
臥
病
悩
之
床
為
長
位

入
寺
記
之
是
自
流
之
源
底
師
伝
之
肝
心
也
伝
持
之
賢
侶
惜
守

莫
及
外
見
人
皆
我
慢
也
定
致
嘲
哢
歟
」
金
剛
仏
子
勝
因
于
時

年
七
十
九
〈
在
御
判
〉」
今
之
抄
記
者
師
資
相
伝
シ
テ
此
定

ノ
口
決
受
タ
ラ
ム
人
ノ
為
廃
亡
ノ
也
然
ル
ニ
若
得
書
レ
ハ
ト

テ
未
伝
受
之
人
抑
ヘ
テ
非
可
用
之
必
可
有
越
三
昧
耶
之
過
事

也
努
力
々
々
」
又
器
量
之
仁
求
法
之
志
深
故
以
此
書
令
授
与

印
円
阿
闍
梨
了

金
剛
仏
子
勝
因
〈
在
御
判
〉」
文
永
十
年

〈
癸
酉
〉
十
一
月
一
日
賜
師
主
御
相
伝
之
行
願
房
阿
闍
梨
御

房
〈
勝
因
〉
御
自
筆
本
令
書
写
之
了
」
金
剛
仏
子
覚
円
」
已

上
大
事
口
決
等
依
為
法
器
之
仁
授
与
覚
円
大
法
師
已
畢
仍
文

永
十
二
年
〈
乙
亥
〉
正
月
廿
二
日
為
後
代
判
行
加
之
」
金
剛

仏
子
印
円
〈
在
御
判
〉

４４
（
文
治
五
年
後
七
日
御
修

法
記
）

続
紙

３０
．３
×
５０
．１（
２
）

５

４５
（
宏
源
巻
数
案
）

竪
紙

３０
．７
×
４５
．７

１
「
十
一
面
観
音
御
修
法

所
」
と
あ
り
、
寛
文
４
年

９
月
１８
日

阿
闍
梨
宏
源

４６
１
（
昌
誉
誓
状
）

竪
紙

３１
．０
×
４４
．２

１
包
紙
上
書
「
昌
誉
誓
状
」、

天
和
３
年
９
月
２７
日

昌
誉
（
花
押
）
→
信
啓
大
阿
闍
梨

４６
２
（
室
町
幕
府
歴
代
将
軍
忌
日
）
竪
紙

２４
．２
×
３３
．３

１
同
上
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番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

４７
（
泉
涌
寺
現
前
諸
衆
等
疏
）
竪
紙

３０
．４
×
４２
．７

１
元
文
４
年
正
月
１
日

日
本
国
泉
涌
寺
現
前
諸
衆
等
謹
疏

４８
（
白
衣
観
音
堂
三
十
三
観

音
縁
起
土
代
）

続
紙

２４
．７
×
７７
．２（
２
）

３
宝
永
第
三
龍
舎
丙
戌
ヽ
ヽ
沙
門
ヽ
ヽ
書
於
北
野
観
世
音
律
寺

方
丈

４９
弘
化
三
年
伊
勢
内
宮
仮
名

暦

続
紙

２９
．２
×
３１
．８（
２
）

５
紙
本
墨
版

弘
化
二
年
出

５０
（
印
明
）

竪
紙

２８
．８
×
４０
．２

１
「
第
三
重

塔
印
」
と
あ

り

５１
１

宇
賀
神

竪
紙

４８
．０
×
３０
．９

１
図
像

５１
２

田
夫
愛
染
像

竪
紙

４７
．４
×
３０
．８

１
紙
本
著
色

５１
３

田
夫
愛
染
之
像

竪
紙

４７
．０
×
３０
．９

１
紙
本
著
色

５２
（
十
一
面
観
音
供
修
法
交

名
）

竪
紙

３３
．７
×
５１
．０

１
大
壇
供
＝
宏
源
大
阿
闍
梨

５３
（
老
師
大
和
尚
三
周
忌
諸

入
用
附
込
留
）

横
帳

３４
．２
×
１２
．８

１７
文
化
十
三
年
子
八
月
」
老
師
大
和
尚
三

周
忌
諸
入
込
留
」
東
向
観
音
寺
兼
住
思

欽

５４
（
僧
鎧
在
世
中
堂
舎
等
手

当
銀
帳
）

横
帳

３３
．６
×
１２
．０

１５
為
老
師
大
和
上
在
世
中
諸
加
持
次
余
光

報
恩
堂
舎
再
建
并
膳
具
塔
前
石
灯
籠
花

瓶
等
造
立
手
当
銀
雖
少
財
必
不
許
他
用

者
也
」
文
化
十
二
年
亥
九
月

観
音
寺

兼
住
思
欽

５５
（
僧
鎧
大
和
尚
十
三
回
雑

記
）

横
帳

３４
．０
×
１２
．２

１３
文
政
九
戌
年
」
僧
鎧
大
和
尚
十
三
回
雑

記
」
八
月
十
八
日

観
音
寺

５６
（
十
一
面
観
音
講
式
）

続
紙

２５
．９
×
９２
．８

５
紙
背
に
和
歌

５７
１
（
諸
経
抜
書
）

竪
紙

２２
．０
×
２８
．３

１
包
紙
（
５７
－
１
～
１９
を
包

む
）、上
書
「
教
授
之
用
」

５７
２
（
真
如
法
親
王
行
実
）

竪
切
紙

３１
．６
×
２５
．７

１
頼
慶
撰
之

５７
３

三
宝
礼
文

竪
紙

２６
．３
×
３６
．６

１

５７
４

聞
書

竪
紙

２６
．３
×
３８
．８

１
「
恵
果
云
」
と
あ
り

５７
５

伝
法
潅
頂
人
々
暦
名

竪
紙

３１
．３
×
４４
．０

１
「
後
夜
受
胎
蔵
界
」
と
あ

り
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番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

５７
６

伝
法
潅
頂
人
々
暦
名

竪
紙

３１
．２
×
４４
．１

１
「
後
夜
受
胎
蔵
界
」
と
あ

り

５７
７

伝
法
潅
頂
人
々
暦
名

竪
紙

２８
．８
×
４７
．６

１
「
於
北
野
観
音
律
寺
初
夜

受
金
剛
界
」、「
後
夜
受
胎

蔵
界
」
と
あ
り
、
元
禄
１２

年
１０
月
８
日

５７
８

伝
法
潅
頂
人
々
暦
名

竪
紙

３１
．３
×
４４
．１

１
「
後
夜
受
胎
蔵
界
」
と
あ

り

５７
９
（
空
海
伝
記
抄
）

竪
紙

２６
．３
×
３８
．１

１
恵
果
と
の
関
係
を
示
す
史

料
を
引
用

５７
１０

伝
法
潅
頂
人
々
暦
名

竪
紙

３１
．２
×
４４
．７

１
「
於
北
野
観
音
律
寺
初
夜

受
金
剛
界
」
と
あ
り
、
延

宝
８
年
１０
月
１４
日

５７
１１
（
梵
網
会
諷
誦
文
）

竪
紙

３０
．８
×
４５
．８

１
端
裏
書
「
梵
網
会
諷
誦

文
」、
寛
文
１０
年
３
月
１

日

５７
１２

伝
法
潅
頂
人
々
暦
名

竪
紙

３１
．３
×
４４
．５

１
「
於
北
野
観
音
律
寺
初
夜

受
金
剛
界
」
と
あ
り
、
延

宝
８
年
１０
月
１５
日

５７
１３

真
性
頌

竪
切
紙

２６
．０
×
２１
．０

１

５７
１４
（
東
寺
長
者
御
教
書
写
）

竪
紙

２５
．３
×
３３
．０（
１
）、

２５
．３
×
３２
．６（
２
）

２
寛
文
９
年
３
月
２５
日

岳
西
院
権
僧
正
判
→
山
城
国
真
言
諸
寺
院
中

５７
１５

伝
法
潅
頂
人
々
暦
名

続
紙

２９
．８
×
８６
．８

２
「
於
北
野
観
音
律
寺
初
夜

受
金
剛
界
」、「
後
夜
受
胎

蔵
界
」
と
あ
り
、
寛
文
１１

年
３
月
２７
日

５７
１６

伝
法
潅
頂
人
々
暦
名

竪
紙

３１
．０
×
４４
．０

１
「
於
北
野
観
音
律
寺
初
夜

受
金
剛
界
」
と
あ
り
、
延

宝
８
年
１０
月
１４
日
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番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

５７
１７

伝
法
潅
頂
人
々
暦
名

続
紙

３０
．３
×
８６
．２

２
「
於
北
野
観
音
律
寺
初
夜

受
金
剛
界
」、「
後
夜
受
胎

蔵
界
」
と
あ
り
、
寛
文
１１

年
３
月
２６
日

５７
１８

伝
法
潅
頂
人
々
暦
名

竪
紙

３１
．２
×
４４
．０

１
「
於
北
野
観
音
律
寺
初
夜

受
金
剛
界
」
と
あ
り
、
延

宝
８
年
１０
月
１５
日

５７
１９

祈
誓
弘
仁
天
皇
御
厄
表

竪
紙

２６
．２
×
３６
．７

１
弘
仁
七
年
十
月
十
四
日
沙
門
空
海
上
表

１５
函
史
料
目
録

番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

１
涅
槃
講
式
〈
日
中
〉

巻
子
装

２９
．３
×
４９
．２（
２
）

１２

２
舎
利
講
式

巻
子
装

２９
．３
×
４９
．５（
２
）

１２
比
丘
文
英
之

３
初
重
三
心
四
修
具
一
行
三

昧
事

続
紙

２９
．４
×
４７
．８（
２
）

１２
延
宝
辛
酉
（
九
年
）
三
月
五
日

寓
洛
東

南
嶺
子
」
謹
授

与
大
□
師
了

五
重

宏
源

４
舎
利
講
式

巻
子
装

３０
．２
×
４８
．２（
２
）

１７
包
紙
「
舎
利
講
式

宏

源
」

寛
文
丙
午
（
六
年
）
九
月
八
日
、
寺
役
之
次
、
慈
雲
禅
人
、

繕
写
之
了
、」
城
北

野
釈

宏
源
〈
生
／
四
十
一
〉

舎
利
講
式

５
大
聖
歓
喜
天
式

続
紙

２９
．３
×
４８
．０（
２
）

６
享
保
十
九
甲
寅
年
八
月
十
一
日
、
借
用
之
清
和
権
僧
正
、
而

於
妙
雲
堂
書
寫
了
、」
北
野
観
世
音
寺
住
持

小
比
丘
源
秀

誌

６
涅
槃
講
式
〈
日
中
〉

巻
子
装

３０
．２
×
４８
．２（
２
）

１７
寛
文
六
丙
午
二
月
十
五
日
、
當
役
之
次
、
使
慈
雲
禅
人
書
寫

之
了
、」
京
北
上
□
苑
観
世
音
律
寺
住
持
比
丘
宏
源
〈
生
四

十
一
、
□
十
二
〉

涅
槃
硬
式

７
天
神
講
私
記

続
紙

３３
．４
×
４９
．９（
２
）

１１

８
（
相
應
私
抄
）

巻
子
装

２６
．８
×
４０
．０（
２
）

６
相
應
私
鈔
第
四

９
涅
槃
講
式

巻
子
装

３２
．４
×
４９
．８（
２
）

２１

１０
明
神
講
式

巻
子
装

２９
．５
×
４３
．６（
２
）

不
明

蟲
損
に
よ
り
開
け
ず

明
神
講
式

１１
六
道
講
式

巻
子
装

３０
．２
×
４８
．３（
２
）

１５
六
道
講
式

１２
啓
請
十
六
大
阿
羅
漢
献
供

儀

続
紙

２４
．１
×
３１
．５（
２
）

５
延
寳
丁
巳
秋
日

釋
宏
源
識
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２７
函
史
料
目
録

番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

１
杣
保
隠
遁
鈔

袋
綴
装

（
大
和
綴
）

２６
．６
×
１９
．２

全
九
冊
の
内
、
二
～
九
の

八
冊
の
み
存
す

杣
保
隠
遁
鈔
（
表
紙
題
簽
、
但
し
巻
二

は
題
簽
欠
）

２
（
四
分
律
行
事
鈔
資
持

記
）

袋
綴
装

（
大
和
綴
）

２７
．５
×
１９
．２

全
四
十
二
冊
、
巻
首
に
朱

印
二
顆

四
分
律
行
事
鈔
資
持
記

２８
函
史
料
目
録

番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

１
（
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩

薩
普
門
品
）

折
本
装

２９
．３
×
９
．３

紺
紙
金
銀
泥
、
箱
書
「
佛

名
経

上
林
苑
」、
２８
－

１
～
３
－
３
を
収
む

先
考
義
密
居
士
、
曽
發
善
願
、
書
写
金
字
普
」
門
品
三
十
三

巻
、
以
奉
納
洛
陽
三
十
三
所
普
」
陀
大
士
堂
、
終
書
若
干
巻
、

不
幸
罹
病
、
不
成
」
其
願
而
佚
、
尓
後
因
□
歴
十
餘
歳
、
於

慈
思
」
継
其
志
、
自
書
、
又
使
人
書
、
其
願
已
了
、
以
納
」

各
處
、
伏
冀
、
依
此
功
勲
、
先
考
及
一
切
群
生
共
」
登
涅
槃

覚
岸
、」
于
時
正
�
元
年
辛
卯
初
秋
十
七
日
」
洛
下
賢
岳
斉

常
祐
謹
誌

２
１

現
在
賢
劫
千
佛
名
經

巻
子
装

２９
．０
×
４８
．４（
２
）

２４
全
三
巻
の
う
ち
二
巻
の
み

存
し
、「
過
去
荘
厳
劫
千

佛
名
經
」
を
欠
く

２
２

未
来
星
宿
劫
千
佛
名
經

巻
子
装

２９
．１
×
４８
．５（
２
）

２６
全
三
巻
の
う
ち
二
巻
の
み

存
し
、「
過
去
荘
厳
劫
千

佛
名
經
」
を
欠
く

３
１

過
去
荘
嚴
劫
千
佛
名
經
巻

上

折
本
装

２８
．０
×
９
．５

６７
版
本

過
去
荘
嚴
劫
千
佛
名
經

３
２

現
在
賢
劫
千
佛
名
經
巻
中
折
本
装

２８
．０
×
９
．５

６７
版
本

現
在
賢
劫
千
佛
名
經

３
３

未
来
星
宿
劫
千
佛
名
經
巻

下

折
本
装

２８
．０
×
９
．７

６９
版
本

未
来
星
宿
劫
千
佛
名
經
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【
近
世
文
書
編
概
要
】

こ
こ
か
ら
は
近
世
以
降
の
文
書
群
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
近
世
文
書
の
入
っ

た
箱
は
函
１
・
４
・
８
・
９
・
１１
・
１７
・
１８
・
２１
・
２４
・
３１
・
３２
・
３３
で
あ
り
、

前
号
ま
で
の
紀
要
で
函
１
・
４
・
８
・
９
・
１１
・
１７
・
１８
・
２１
の
目
録
を
既
に
収

録
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
函
３３
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
作
業
を
終
了
、
同
函
の

途
中
ま
で
目
録
作
成
を
進
行
さ
せ
た
。
今
回
は
函
２４
・
３１
・
３２
の
目
録
を
掲
載
す

る
。
以
下
、
各
函
の
概
要
を
述
べ
た
い
。

《
函
２４
》

や
や
年
代
の
下
る
史
料
が
混
在
し
て
い
る
が
、
主
と
し
て
十
七
世
紀
に
お
け
る

寺
の
境
内
・
屋
敷
地
や
領
地
に
か
か
わ
る
文
書
群
で
あ
る
。
点
数
は
四
五
点
と
少

な
い
も
の
の
、
非
常
に
特
色
の
あ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

寺
領
の
あ
っ
た
西
院
村
の
年
貢
収
納
や
石
高
に
関
す
る
史
料
の
ほ
か
（
２４
―
１９

〜
２１
、
２７
）、
将
軍
代
替
り
に
と
も
な
う
黒
印
状
取
得
の
た
め
、
江
戸
へ
下
向
す

る
際
の
次
第
を
記
し
た
も
の
（
２４
―
２３
）
や
、
寺
に
面
し
た
御
土
居
の
竹
の
子
番

を
勤
め
る
史
料
（
２４
―
２９
）
と
い
う
変
わ
っ
た
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
の

函
で
注
目
さ
れ
る
の
は
北
野
社
僧
と
の
関
係
を
示
す
一
連
の
史
料
で
あ
ろ
う
（
２４

―
１３
）。
こ
の
史
料
で
は
寛
永
九
（
一
六
三
二
）
年
、
北
野
社
の
社
僧
で
あ
る
能

富
が
、
観
音
寺
に
隣
接
す
る
屋
敷
地
を
観
音
寺
へ
永
代
寄
進
す
る
旨
の
請
状
（
２４

―
１３
―
２
―
１
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
門
前
町
の
人
足
役
を
め
ぐ
り
松
梅
院
と
の

間
で
争
わ
れ
た
訴
訟
の
史
料
と
一
括
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の

境
内
地
経
営
と
北
野
社
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
寛
永
か
ら
正
保
年
中
に
か
け
て
の
庵
室
の
譲
渡
、
僧
侶
の
財
産
処

分
に
か
か
わ
る
一
連
の
史
料
（
２４
―
８
）
が
あ
り
、
近
世
初
期
に
お
け
る
僧
侶
の

所
有
と
そ
れ
に
関
与
す
る
人
的
関
係
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。

《
函
３１
》

こ
の
函
で
は
書
簡
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
作
事
関
係
の
史
料
が
目
立
っ

て
い
る
。
書
簡
は
年
代
の
特
定
で
き
る
も
の
が
少
な
い
が
近
世
後
半
期
の
も
の
と

み
ら
れ
、
一
条
家
（
３１
―
３９
）
や
新
善
光
寺
（
３１
―
６６
・
７０
・
９１
）
お
よ
び
そ
の

関
係
者
（
３１
―
７
）、
御
師
（
３１
―
７９
）、
京
都
代
官
小
堀
氏
（
３１
―
７７
・
８９
）
な

ど
と
の
間
で
や
り
と
り
し
て
お
り
、
当
該
期
に
お
け
る
観
音
寺
の
社
会
的
な
関
係

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
作
事
願
お
よ
び
人
足
賃
・
材
料
費
の
書

上
げ
や
境
内
指
図
な
ど
、
作
事
関
係
の
史
料
も
多
い
が
、
時
期
的
に
近
世
後
期
か

ら
明
治
に
か
け
て
の
史
料
が
大
半
を
占
め
る
。

こ
の
ほ
か
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
の
寺
領
判
物
写
（
３１
―
１９
）
や
、
綱
吉

・
吉
宗
の
分
を
除
く
黒
印
状
・
朱
印
状
の
写
も
こ
の
函
に
納
め
ら
れ
て
い
た
（
３１

―
３１
〜
３６
）。
た
だ
こ
の
函
に
は
、
朱
印
替
え
を
各
末
寺
に
触
れ
た
触
書
（
３１
―

１５
）
や
、
朱
印
状
紛
失
に
関
す
る
史
料
（
３１
―
４４
）
も
あ
り
、
類
似
の
史
料
が
各

函
に
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
寺
領
関
係
の
史
料
は
元
来
一
括
し
て
保
管
し
て
い

た
と
こ
ろ
次
第
に
状
態
が
崩
れ
、
史
料
を
劣
化
し
た
長
持
か
ら
段
ボ
ー
ル
箱
へ
移

し
変
え
る
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箱
へ
と
分
散
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

《
函
３２
》

こ
の
函
は
函
２１
・
２４
と
同
様
聖
教
を
含
ん
で
お
り
、
文
書
の
点
数
は
比
較
的
少

な
い
。
そ
の
内
訳
は
近
代
以
降
の
も
の
と
、
絵
図
面
を
含
む
作
事
史
料
に
ほ
ぼ
大

別
で
き
る
。
境
内
地
を
描
い
た
絵
図
面
の
中
に
は
、
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
の

境
内
・
門
前
町
お
よ
び
門
前
住
人
の
名
前
を
記
し
た
絵
図
面
（
３２
―
１５
―
６
〜

８
）
の
ほ
か
、
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
に
門
前
町
屋
を
開
発
し
た
と
い
う
注

記
の
あ
る
万
治
三
年
（
一
六
六
九
）
の
境
内
・
門
前
町
絵
図
面
（
３２
―
１５
―
１１
）

が
残
さ
れ
て
お
り
、
寺
の
運
営
と
境
内
地
の
推
移
、
西
京
一
体
の
開
発
な
ど
を
考
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え
る
上
で
重
要
な
史
料
で
あ
る
。

ほ
か
に
も
、
当
時
の
什
宝
や
葵
紋
付
の
寺
宝
を
書
上
げ
た
も
の
（
３２
―
３６
・

４６
）
や
、
一
条
家
と
の
関
係
を
し
め
す
史
料
が
見
受
け
ら
れ
る
（
３２
―
３７
・
４５
）。

特
に
観
音
寺
の
開
帳
中
、
一
条
家
か
ら
借
り
出
し
た
衣
冠
な
ど
の
宝
物
品
目
書
上

げ
（
３２
―
４０
）
も
あ
り
、
当
時
に
お
け
る
一
条
家
と
の
関
係
の
深
さ
が
う
か
が
え

る
。以

上
、
函
三
点
分
の
概
要
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。
近
世
に
お
け
る
東
向
観
音

寺
お
よ
び
寺
を
取
り
巻
く
社
会
的
な
関
係
を
知
る
上
で
基
本
的
な
事
象
を
含
む
も

の
や
、
興
味
深
い
史
料
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
残
る
函
３３
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
調
査
で
確
認
し
た
史
料
と
類
似
し
た
も
の
を
い
く
つ
か
見
る
こ
と
が
出
来
る

こ
と
か
ら
、
次
の
機
会
で
簡
単
に
史
料
紹
介
を
含
め
た
近
世
期
の
状
況
を
概
要
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。

（
竹
ノ
内
雅
人
）
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【
函
２４
】

函
N
o

原
表
題
・［
内
容
表
題
］

内
容
摘
記

作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

２４
１

差
上
ヶ
申
一
札
之
事

（
灸
針
忌
日
の
書
付
け
、
虚
説
有
之

に
つ
き
）

元
禄
２
年
５
月

―
―

―
―

状
１

２４
２

客
殿
御
普
請
入
用
覚

寛
政
７
年
１２
月

大
工
半
右
衛
門

―
―

状
１

折
紙

２４
３

［
包
紙
］

―
―

八
木
村

宇
都
宮
縫
殿

―
―

状
１

包
紙
の
み

２４
４

覚
「
一
、
町
人
屋
作
…
」（
屋
敷
造
作
な

ど
の
触
書
請
状
）

寛
文
８
年
３
月
２７
日

御
門
前
年
寄

善
右
衛
門

ほ
か
３
名

観
音
寺
御
内

正
順
坊

状
１

２４
５

［
書
簡
］

「
一
、
昨
日
者
御
出
…
」（
俊
深
事
伝

兵
衛
遣
わ
す
に
つ
き
）

５
月
１１
日

―
―

―
―

綴
１

２４
６

［
書
簡
］

「
一
筆
申
入
候
け
ふ
も
…
」（
東
福
寺

に
て
法
事
に
つ
き
）

―
―

ひ
か
ひ

信
次
右
衛
門

状
１

折
紙

２４
７

判
鑑

寛
文
９
年
極
月

観
音
寺
役
者

知
折

―
―

木
札

１
包
紙
あ
り
。「
西
木
生
村

阿
弥
陀
寺
住
持

節
成
」

２４
８

―１
［
包
紙
］
観
音
町
明
王
院

譲
状
一
通

―
―

―
―

―
―

状
１

２４
８

―２
永
代
譲
渡
申
庵
之
事

寛
永
１８
年
極
月
２１
日

師
匠

覚
乗
坊
・
本
行
坊
俊
覚
坊

状
１

慶
安
元
年
７
月
２１
日
観
音

寺
に
よ
る
写

２４
８

―３
案
文

（
明
王
院
覚
俊
逝
去
之
刻
、
家
財
進

退
に
つ
き
請
状
）

慶
安
元
年
７
月
２１
日

―
―

大
坂

百
足
屋
彦
右
衛
門

尉
・
北
野
観
音
寺

状
１

２４
８

―４
（
政
怡
死
去
に
よ
り
寺
守
仰
せ
付
け

ら
る
る
に
つ
き
）

正
保
２
年
３
月
７
日

明
王
院
覚
俊
・
中
性
坊
快

清
観
音
寺
ほ
か
９
名

状
１

ひ
も
付
き

２４
９

―１
門
前
之
儀
ニ
付
松
梅
院
出

入
―
―

上
林
苑
観
音
寺

―
―

状
１

２４
９

―２

明
和
八
年
卯
六
月
七
日
門

前
丸
屋
半
右
衛
門
参
而
松

梅
院
役
人
よ
り
口
書

明
和
８
年
６
月

門
前

―
―

状
１

２４
９

―３

去
ル
六
月
十
六
日
松
梅
院

家
来
西
田
善
右
衛
門
方
よ

り
書
状
差
越
候
趣

―
―

―
―

―
―

状
１

２４
９

―４
「
右
門
前
人
役
之
儀
…
」

明
暦
２
年
４
月

寛
源

―
―

状
１
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函
N
o

原
表
題
・［
内
容
表
題
］

内
容
摘
記

作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

２４
１０

「
明
治
十
有
九
年
七
月
…
」（
明
治
期

覚
書
・
領
収
書
類
一
括
）

―
―

―
―

―
―

２４
１１

覚
（
御
家
の
感
状
・
褒
美
な
ど
無
之
に

つ
き
）

天
和
４
年
２
月
２４
日

北
野
観
音
寺
役
者
恵
寂
・

年
寄
長
左
衛
門

五
十
嵐
四
郎
兵
衛

状
１

端
裏
「
子
ノ
二
月
廿
四
日

雑
式
方
江
指
遣
し
候
断
書

写
」

２４
１２

覚
（
西
院
村
内
の
寺
領
に
関
す
る
諸
入

用
覚
）

―
―

―
―

―
―

状
１

２４
１３

―０
［
包
紙
・
く
く
り
ひ
も
］
「
能
富
并
松
梅
院
」

―
―

―
―

―
―

２

２４
１３

―１
―０

［
包
紙
］

「
松
梅
院
よ
り
出
書
付
」

享
保
１６
年
６
月

―
―

―
―

状
１

２４
１３

―１
―１

［
書
簡
］

「
昨
十
七
日
東
向
観
音
寺
法
会
ニ
付

…
」（
門
前
西
側
の
挑
灯
出
入
に
つ

き
）

亥
６
月
１８
日

松
梅
院
役
人
稲
波
左
京

公
事
方
御
役
人
中

状
１

写

２４
１３

―２
―１

「
其
方
屋
敷
と
観
音
寺
…
」（
屋
敷
地

永
代
寄
進
に
つ
き
請
状
）

寛
永
９
年
４
月
１１
日

観
音
寺

勢
秀

能
富
坊

状
１

２
－
２
に
貼
付

２４
１３

―２
―２

「
我
等
屋
敷
南
能
富
と
の
あ
ひ
の

…
」（
屋
敷
地
境
目
に
つ
き
）

寛
永
１４
年
６
月

観
音
寺

勢
秀

―
―

１

２４
１３

―３
「
観
音
寺
門
前
五
人
役
之
処
…
」（
松

梅
院
人
足
役
加
増
に
つ
き
）

―
―

庄
兵
衛
ほ
か
２
名

観
音
寺

状
１

裏
書
「
明
暦
二
年
申
三
月

廿
三
日
」
な
ど
の
記
述
有

り

２４
１３

―４
「
観
音
寺
門
前
先
年
家
数
…
」（
松
梅

院
人
足
役
に
つ
き
）

―
―

―
―

―
―

状
１

後
欠
、
下
書

２４
１４

「
右
先
達
而
奉
願
御
免
…
」（
観
音
開

帳
拝
見
御
免
に
つ
き
）

―
―

―
―

―
―

状
１

断
簡

２４
１５

［
書
簡
］

「
先
連
日
快
晴
…
」（
寄
付
物
承
引
、

野
々
村
へ
は
不
参
な
ど
に
つ
き
）

閏
月
５
日

楽
音
主
人

東
向
御
判
事

状
１

２４
１６

「
一
、
村
中
少
々
高
持
出
作
…
」（
百

姓
法
度
条
々
）

寛
永
１２
年
２
月
１
日

―
―

―
―

状
１

２４
１７

「
一
、
百
卅
文
…
」（
銭
高
な
ど
書

上
）

巳
９
月

奈
良
屋

東
向
観
音
寺

綴
１

２４
１８

「
西
院
村
支
配
」

―
―

―
―

―
―

状
１

２４
１９

「
西
院
村

御
蔵
附
納
…
」

―
―

―
―

―
―

状
１
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函
N
o

原
表
題
・［
内
容
表
題
］

内
容
摘
記

作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

２４
２０

口
上

「
権
現
様
御
朱
印
黒
印
虫
喰
…
」

天
明
７
年
９
月

観
音
寺

―
―

状
１

２４
２１

西
院
知
行
支
配

「
一
、
弐
匁
五
分

菓
子
…
」

承
応
元
年

―
―

―
―

状
１

２４
２２

卯
ノ
皆
済
さ
ん
用
覚

（
借
銀
残
銀
仮
借
替
の
た
め
）

卯
８
月
３
日

観
音
寺
最
源

照
春
潜
龍

状
１

２４
２３

参
府
次
第

（
延
宝
８
年
～
享
保
元
年
の
代
替
参

府
書
上
）

―
―

―
―

―
―

状
１

２４
２４

［
書
簡
］

「
一
筆
啓
上
仕
候
…
」（
縁
組
済
の
た

め
祝
儀
進
上
に
つ
き
）

２
月
６
日

池
田
丹
波
守
政
晴

入
江
参
河
守
ほ
か
２
名

状
１

２４
２５

［
包
紙
］

「
未
入
旦
輩
不
許
拝
見
者
也
」

―
―

―
―

―
―

状
１

紙
背
利
用

２４
２６

覚

「
一
、
別
宅
ニ
差
置
候
刀
帯
…
」（
当

寺
別
宅
に
帯
刀
の
家
来
な
き
に
つ

き
）

宝
永
４
年
１０
月
２６
日

北
野
観
音
寺
住
持

信
啓
御
奉
行

状
１

端
裏
有
り

２４
２７

―１
「
城
州
葛
野
郡
西
之
京
…
」（
観
音
寺

西
ノ
京
村
分
石
高
書
上
）

延
宝
９
年
７
月
２９
日

西
之
京
観
音
寺
分
庄
や

善
斉

―
―

状
１

紙
背
利
用

２４
２７

―２
「
城
州
葛
野
郡
…
」（
観
音
寺
西
ノ
京

村
分
石
高
書
上
）

延
宝
９
年
７
月
２９
日

北
野
観
音
寺
分
庄
屋

善

斉
―
―

状
１

２７
－
１
と
同
文

２４
２７

―３
延
宝
九
年
国
廻
之
衆
名
付

辛
酉
７
月
２９
日

―
―

―
―

状
１

端
裏
有
り

２４
２８

［
く
く
り
ひ
も
］

―
―

―
―

―
―

ひ
も

１

２４
２９

―１
［
包
紙
］

「
十
二
月
廿
二
日
東
役
所
出
ス
…
」

１２
月
２２
日

北
野
東
向
観
音
寺

―
―

状
１

２４
２９

―２
「
廻
状
ニ
而
申
触
候
…
」（
御
土
居
竹

子
番
油
断
な
き
旨
）

４
月
１５
日

角
倉
市
丞
ほ
か
１
名

町
代
ほ
か

状
１

２４
３０

（
白
紙
・
防
虫
剤
入
れ
）

―
―

―
―

―
―

状
１

【
函
３１
】

函
N
o

原
表
題
・［
内
容
表
題
］

内
容
摘
記

作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

３１
１

―０
［
く
く
り
ひ
も
］

―
―

―
―

―
―

ひ
も

１

３１
１

―１
覚

「
一
、
壱
貫
七
百
拾
五
文
…
」（
貸
付

金
書
上
）

巳
３
月

―
―

―
―

状
１

端
裏
「
菩
提
寺
」

３１
１

―２
覚

「
一
、
三
拾
五
匁
」（
米
代
銀
書
上
）
４
月
６
日

角
や
喜
兵
衛

観
音
寺
様
御
知
事

状
１
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【
函
３１
】

函
N
o

原
表
題
・［
内
容
表
題
］

内
容
摘
記

作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

３１
１

―３
覚

「
一
、
黒
米
弐
石
…
」（
米
代
銀
書

上
）

―
―

―
―

―
―

状
１

３１
１

―４
「
一
、
九
百
四
十
八
文
…
」（
年
貢
代

な
ど
書
上
）

―
―

―
―

―
―

状
１

の
り
は
が
れ
、
前
欠

３１
１

―５
「
一
、
壱
〆
文
…
」（
味
噌
桶
代
な
ど

書
上
）

―
―

―
―

―
―

状
１

３１
１

―６
覚

「
一
、
上
木
参
拾
駄
…
」（
木
受
払
書

上
）

１１
月
２２
日

喜
兵
衛

観
音
寺
御
納
所

状
１

端
裏
あ
り
、
の
り
は
が
れ

３１
１

―７
「
一
、
廿
八
匁
五
分
…
」（
竹
取
人
足

賃
な
ど
書
上
）

２
月
朔
日

角
や
喜
兵
衛

観
音
寺
御
役
者
中

状
１

３１
１

―８
竹
覚

「
上

九
拾
三
束
…
」（
竹
駄
数
書

上
）

―
―

―
―

―
―

状
１

３１
１

―９
「
三
貫
六
百
文
…
」（
竹
取
人
足
ほ
か

書
上
）

―
―

―
―

―
―

状
１

裏
書
き
あ
り
、
前
欠

３１
２

―０
―１

［
包
紙
］

―
―

泉
信
太
夫

観
音
寺

状
１

外
側

３１
２

―０
―２

［
包
紙
］

―
―

堤
長
兵
衛

観
音
寺

状
１

３１
２

―１
［
書
簡
］

「
一
筆
致
啓
上
候
…
」（
祝
儀
、
土
産

を
添
え
て
進
上
に
つ
き
）

９
月

堤
長
兵
衛
咸
■
（
虫
損
）
観
音
寺

状
１

３１
３

「
安
永
五
申
年
…
」（
供
養
料
請
取
明

細
）

安
永
５
年
１０
月

泉
涌
寺
勘
定
所

北
野
観
音
寺

横
１

３１
４

「
京

泉
涌
寺
末
寺
…
」（
観
音
寺
所

持
黒
印
・
朱
印
状
書
上
）

天
明
７
年

観
音
寺
・
泉
涌
寺
大
定

―
―

状
１

３１
５

―０
［
包
紙
］
康
安
寺
住
職
一

件
書
面

卯
７
月
６
日

―
―

―
―

状
１

３１
５

―１
―０

［
包
紙
］
上

―
―

観
楽
寺

―
―

状
１

３１
５

―１
―１

奉
願
康
安
寺
後
住
之
事

（
霊
瑞
を
康
安
寺
後
住
願
い
に
つ
き
）
文
化
４
年
６
月
２０
日

野
々
中
村
観
楽
寺
祐
鏡

京
都
北
野
観
音
寺
御
役
者

衆
中

状
１
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函
N
o

原
表
題
・［
内
容
表
題
］

内
容
摘
記

作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

３１
５

―２
口
上

「
一
簡
奉
啓
上
…
」（
康
安
寺
後
住
に

つ
き
）

―
―

観
楽
寺
祐
鏡

観
音
寺
御
役
者
衆
中

状
１

３１
５

―３
口
上

「
別
紙
ニ
而
申
上
候
…
」（
仙
山
へ
お

勤
名
に
つ
き
）

―
―

―
―

―
―

状
１

３１
５

―４

「
康
安
寺
無
住
ニ
付
…
」（
康
安
寺
後

住
、
弓
削
大
聖
院
霊
瑞
へ
許
容
に
つ

き
）

―
―

―
―

―
―

状
１

３１
６

―０

［
包
紙
］
音
林
寺
良
賢
暮

無
之
候
間
是
迄
共
御
見
合

ニ
可
成
事
ニ
御
座
候
哉
と

差
上
申
候

―
―

―
―

―
―

状
１

３１
６

―１
［
包
紙
］
用
添
書

７
月
２６
日

観
楽
寺
祐
鏡

京
北
野
観
音
寺
役
者

状
１

３１
６

―２
［
書
簡
］

「
以
手
紙
申
上
候
…
」（
康
安
寺
来
る

九
日
御
対
面
に
つ
き
）

卯
８
月
２
日

大
谷
四
ヶ
村
役
人

北
野
観
音
寺

状
１

３１
６

―３
「
丹
州
北
大
谷
四
ヶ
村
…
」（
村
役
人

書
上
）

―
―

―
―

―
―

状
１

３１
６

―４
口
上

「
残
暑
之
砌
益
御
法
…
」（
月
見
首
尾

よ
く
相
済
む
に
つ
き
）

―
―

野
々
中
村
観
楽
寺
祐
鏡

京
都
北
野
観
音
寺
御
役
者

衆
中

状
１

３１
７

―０
［
包
紙
］

―
―

泉
涌
寺
・
新
善
光
寺
様
在

江
戸
権
行
事

岡
田
司

―
―

状
１

３１
７

―１
［
書
簡
］

「
改
年
之
御
慶
賀
…
」（
白
銀
一
封
進

呈
に
つ
き
）

正
月
３
日

岡
田
司
徴
然

新
善
光
寺

状
１

３１
７

―２
口
演

「
明
後
五
日
巳
刻
…
」（
召
集
に
つ

き
）

１１
月
３
日

東
向
観
音
寺

梅
深
坊
ほ
か
８
名

状
１

３１
８

―０
［
包
紙
］
回
章

―
―

―
―

―
―

状
１

３１
８

―１
口
演

「
明
後
五
日
巳
ノ
刻
…
」（
召
集
に
つ

き
）

１１
月
２
日

東
向
観
音
寺

梅
深
坊
ほ
か
８
名

状
１

３１
９

「
東
向
観
音
寺
様
…
」（
金
子
書
上

綴
）

―
―

―
―

―
―

綴
１

３１
１０

口
上

（
仏
事
滞
り
無
く
済
み
、
お
礼
に
つ
き
）
―
―

―
―

―
―

状
１

178



函
N
o

原
表
題
・［
内
容
表
題
］

内
容
摘
記

作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

３１
１１

権
現
様
御
黒
印
写

元
和
元
年
７
月
２７
日

―
―

北
野
観
音
寺

状
１

３１
１２

―０
―１

［
包
紙
］

―
―

京
北
野
観
音
寺
役
者
正
受

庵

丹
州
園
部
下
木
崎
村
万
福

寺
丈
室
・
同
村
庄
屋
・
年

寄

状
１

３１
１２

―０
―２

［
挟
板
］

―
―

本
山
役
者

正
受
庵

―
―

木
板

１

３１
１２

―０
―３

［
包
紙
］
回
章

―
―

本
山
役
者

―
―

状
１

１２
―
１
に
綴
合

３１
１２

―１
［
書
簡
］

「
以
手
紙
得
御
意
候
…
」（
観
音
寺
院

主
の
泉
涌
寺
住
持
紫
衣
勅
許
に
つ

き
）

５
月
２７
日

本
山
北
野
観
音
寺
役
者
正

受
庵

丹
州
園
部
下
木
崎
村
万
福

寺
丈
室
ほ
か
４
ヶ
寺
・
同

村
庄
屋
・
年
寄
・
氏
子
中

綴
１

３１
１３

―０
［
包
紙
］「
御
代
々
御
朱
印

頂
戴
仕
目
録
」

―
―

泉
涌
寺
末
寺

京
北
野
観

音
寺

―
―

状
１

３１
１３

―１
「
京
北
野
観
音
寺
知
行
高
…
」（
朱
印

状
目
録
）

嘉
永
７
年

京
北
野
観
音
寺

―
―

状
１

３１
１３

―２
「
第
壱
種

文
明
十
八
年
以
前
…
」

（
文
化
財
調
査
の
対
象
書
上
）

（
明
治
か
）

―
―

―
―

状
１

３１
１４

［
書
簡
］

「
拝
啓
酷
暑
之
砌
ニ
…
」（
金
子
拝
借

に
つ
き
）

７
月
１８
日

沙
弥

智
範

―
―

状
１

３１
１５

条
々

「
一
、
僧
呂
之
衣
…
」（
朱
印
替
の
砌
、

本
寺
よ
り
諸
末
寺
へ
触
れ
る
に
つ

き
）

巳
８
月
１５
日

泉
涌
寺
住
持

明
岳

北
野
観
音
寺

状
１

３１
１６

［
包
紙
］

―
―

藤
岡

果
海
古
老

状
１

３１
１７

追
脩

「
老
師
遷
逝
仲
秋
天
…
」（
漢
詩
）

―
―

楳
風
園

―
―

状
１

３１
１８

「
此
書
付
三
通
之
御
尊
霊
…
」（
御
追

福
の
尊
霊
・
日
付
書
上
）

元
禄
１６
年
３
月
１３
日

―
―

―
―

状
１

３１
１９

「
山
城
国
西
院
内
拾
九
斗
九
升
事

…
」（
朱
印
状
写
）

天
正
１９
年
９
月
１３
日

―
―

観
音
寺

状
１

３１
２０

右
黒
印
絵
図
之
通
当
寺
地

ニ
立
来
候
建
物
及
大
破
候

ニ
付
黄
引
即
絵
図
之
通
普

請
仕
度
段
去
戌
十
月
来

（
平
出
）
御
役
所
江
奉
願

安
永
８
年
９
月

観
音
寺
役
者
僧
鎧
・
役
者

恵
玉

―
―

状
１
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函
N
o

原
表
題
・［
内
容
表
題
］

内
容
摘
記

作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

候
処
場
所
御
身
分
之
上
願

之
通
被
（
欠
字
）
被
仰
付

難
有
奉
存
候
然
処
少
々
不

勝
手
之
儀
御
座
候
ニ
付
内

住
居
等
相
改
此
度
重
而
奉

願
候
覚

３１
２１

［
書
簡
］

「
一
筆
啓
上
致
候
…
」（
祈
祷
願
に
つ

き
）

９
月
１２
日

泉
館
太
夫

状
１

３１
２２

「
さ
く
ら
い
や
法
名
・
山
形
屋
法
名

…
」（
法
名
書
上
）

喜
秋

―
―

ひ
が
し
向
観
音
寺
ニ
テ
甚

兵
衛

状
２

包
紙
入
り

３１
２３

「
大
暑
難
凌
…
」（
帰
寺
に
つ
き
）

９
月

―
―

観
音
寺

状
１

３１
２４

地
子
之
事

丑
１２
月
２２
日

年
寄
清
七

観
音
寺
様
御
知
事
中

状
１

３１
２５

「
木
村
為
三
郎
」（
人
名
控
え
）

―
―

―
―

―
―

状
１

く
く
り
紐
あ
り

３１
２６

（
白
紙
）

―
―

―
―

―
―

状
１

３１
２７

乍
恐
奉
願
屋
作
御
訴
訟
之
事
（
雛
形
、
後
欠
）

―
―

―
―

―
―

状
１

３１
２８

（
）
領
之
覚

「
一
、
高
十
石
九
斗
余

西
院
村

…
」（
朱
印
地
書
上
）

享
保
元
年
１２
月

北
野
東
向
観
音
寺
通
義

御
奉
行
様

状
１

３１
２９

［
書
簡
］

「
御
切
紙
通
り
…
」（
金
子
受
取
に
つ

き
）

―
―

豊
田

長
老
・
次
兵
衛
・
役
者

状
１

３１
３０

「
山
城
国
葛
野
郡
…
」（
家
綱
朱
印
状

写
）

寛
文
５
年
７
月
１１
日

―
―

―
―

状
１

（
端
裏
書
）「
厳
有
院
様
御

朱
印
写
」

３１
３１

「
山
城
国
葛
野
郡
西
院
…
」（
家
治
朱

印
状
写
）

宝
暦
１２
年
８
月
１１
日

―
―

―
―

状
１

（
端
裏
書
）「
浚
明
院
様
御

朱
印
写
」

３１
３２

「
山
城
国
葛
野
郡
西
院
…
」（
家
慶
朱

印
状
写
）

天
保
１０
年
９
月
１１
日

―
―

―
―

状
１

（
端
裏
書
）「
慎
徳
院
様
御

朱
印
写
」

３１
３３

「
山
城
国
西
院
之
内
…
」（
家
康
黒
印

状
写
）

元
和
元
年
７
月
２７
日

―
―

―
―

状
１

（
端
裏
書
）「
権
現
様
御
黒

印
写
」

３１
３４

「
山
城
国
葛
野
郡
西
院
…
」（
家
斉
朱

印
状
写
）

天
明
８
年
９
月
１１
日

―
―

―
―

状
１

（
端
裏
書
）「
大
御
所
様
御

朱
印
写
」

３１
３５

「
山
城
国
葛
野
郡
西
院
…
」（
家
重
朱

印
状
写
）

延
享
４
年
８
月
１１
日

―
―

―
―

状
１

（
端
裏
書
）「
惇
信
院
様
御

朱
印
写
」
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作
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代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

３１
３６

「
寺
領
山
城
国
西
院
之
内
…
」（
秀
忠

朱
印
状
写
）

元
和
３
年
７
月
２１
日

―
―

―
―

状
１

（
端
裏
書
）「
台
徳
院
様
御

朱
印
写
」

３１
３７

「
歳
末
為
御
祝
儀
…
」（
南
鐐
一
片
の

御
礼
に
つ
き
）

３
月
２６
日

佐
々
木
太
宰
大
監

観
音
寺

状
１

３１
３８

（
観
音
寺
建
物
配
置
図
）

―
―

―
―

―
―

鋪
１

３１
３９

［
書
簡
］

「
以
手
紙
啓
上
…
」（
来
る
晦
日
聖
廟

参
詣
に
つ
き
）

９
月
２７
日

一
条
殿
御
用
場

観
音
寺
御
役
者

状
１

３１
４０

覚
「
一
、
七
百
廿
八
文
…
」（
金
高
書

上
）

８
月
１７
日

い
せ
や
義
直

観
音
寺

状
１

３１
４１

「
右
之
通
為
指
上
候
…
」（
歳
末
御
祝

と
し
て
）

２
月
９
日

―
―

―
―

状
１

３１
４２

奉
願
口
上
書

（
当
年
水
損
に
よ
り
年
貢
の
義
に
つ

き
）

明
和
５
年
１２
月

西
院
村
百
姓
惣
代
弥
五
郎

ほ
か
５
名

観
音
寺
様
御
役
人

状
１

３１
４３

寺
領
之
覚

丑
８
月
１７
日

山
城
国
葛
野
郡
北
野
律
宗

泉
涌
寺
末
寺
観
音
寺

―
―

状
１

３１
４４

寺
領
之
覚

（
西
京
村
高
五
石
分
朱
印
状
紛
失
に

よ
り
寺
領
の
件
に
つ
き
）

天
明
７
年

京
泉
涌
寺
末
寺
北
野
観
音

寺
御
奉
行
所

状
１

３１
４５

乍
恐
奉
願
造
作
御
訴
訟
之

事
宝
永
６
年
８
月
３
日

北
野
東
向
訴
訟
人
観
音
寺
御
奉
行
様

状
２

裏
書
「
土
蔵
造
作
願
留
」

３１
４６

［
絵
図
］
上

（
境
内
指
図
）

寛
政
元
年
３
月
１２
日

観
音
寺
役
者
学
音

―
―

鋪
１

貼
紙
（
図
）
あ
り

３１
４７

［
絵
図
］

（
境
内
指
図
）

―
―

―
―

―
―

鋪
１

貼
紙
２
枚
あ
り

３１
４８

普
請
御
願

安
永
７
年
１０
月

観
音
寺
住
持
僧
鎧
ほ
か
１

名
御
奉
行
所

状
１

端
裏
「
控
」

３１
４９

「
東
山
泉
涌
寺
末
寺
…
」（
普
請
願

書
）

正
徳
２
年
２
月
１２
日

大
工
理
左
衛
門
ほ
か
１
名
―
―

状
１

端
裏
に
中
井
主
水
奥
印
あ

り

３１
５０

追
而
奉
願
造
作
之
事

宝
暦
９
年
６
月

観
音
寺
住
持
忍
随
ほ
か
１

名
御
奉
行
所

状
１

３１
５１

普
請
御
願

天
明
６
年
８
月

観
音
寺
成
龍
ほ
か
１
名

御
奉
行
所

状
１

３１
５２

「
…
御
役
所
様
御
裁
断
…
」（
一
件
落

着
に
よ
り
集
会
下
さ
れ
た
き
に
つ

き
）

酉
６
月

―
―

―
―

状
１

前
欠
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作
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代
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成

宛
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形
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考

３１
５３

口
上

「
一
、
上
米
九
拾
壱
…
」

―
―

―
―

―
―

状
１

後
欠

３１
５４

口
上

（
観
音
開
帳
執
行
に
つ
き
伺
）

―
―

観
音
寺
信
啓

―
―

状
１

３１
５５

［
書
簡
］

「
病
後
い
ま
だ
は
き
ゝ
ゝ
致
不
申

…
」

―
―

―
―

―
―

状
１

前
欠

３１
５６

覚
「
一
、
七
斗
壱
升
壱
合
…
」（
町
中

納
）

７
月
１２
日

年
寄
清
次
郎

―
―

状
１

３１
５７

「
一
、
九
百
文

十
七
日
よ
り
…
」

（
番
茶
な
ど
代
金
書
上
）

―
―

―
―

―
―

状
１

３１
５８

覚
「
一
、
廿
三
歳

卯
ノ
年
男
…
」（
年

男
・
年
女
年
齢
）

戌
１２
月

入
江
雅
楽
頭

北
野
東
向
観
音
寺

状
１

３１
５９

―１
［
絵
図
］

（
観
音
寺
境
内
指
図
）

―
―

―
―

―
―

鋪
１

３１
５９

―２
［
絵
図
］

（
観
音
寺
境
内
図
）

―
―

城
州
葛
野
郡
上
京
第
六
区

観
音
寺
門
前
町
泉
涌
寺
末

寺
末
中
本
山
真
言
律
宗
観

音
寺

―
―

鋪
１

３１
６０

「
内
海

息
空
宗
休
禅
定
門
」（
法
名

書
上
）

―
―

内
海

―
―

状
１

３１
６１

乍
恐
奉
願
造
作
御
訴
訟
之

事
（
鐘
撞
堂
普
請
願
）

元
禄
１２
年
９
月
２１
日

観
音
寺

御
奉
行

状
２

３１
６２

口
演

「
来
ル
十
七
日
恒
例
之
法
会
ニ
付

…
」

（
弘
化
４
年
）
６
月
１５
日

東
向
観
音
寺

松
深
坊
ほ
か
８
名

状
１

３１
６３

［
書
簡
］

「
以
手
紙
啓
上
仕
候
…
」（
改
年
慶
賀

の
儀
に
つ
き
）

―
―

―
―

―
―

状
１

３１
６４

［
書
簡
］

「
訴
訟
有
之
…
」（
百
姓
召
し
連
れ
罷

り
出
づ
べ
き
に
つ
き
）

６
月
１５
日

備
前

北
野
観
音
寺

状
１

折
紙

３１
６５

―０
［
包
紙
］
御
土
蔵
積
り
書

―
―

左
官
与
兵
衛

―
―

状
１

３１
６５

―１
積
り
書

（
土
蔵
２
ヶ
所
見
積
も
り
に
つ
き
）

午
７
月
晦
日

左
官
与
兵
衛

観
音
寺

状
１

３１
６６

覚
「
一
、
金
三
百
疋
…
」（
六
会
目
掛
銀

受
取
に
つ
き
）

午
１０
月
１７
日

御
寺
御
所
御
勘
定
所

新
善
光
寺
御
納
所

状
１

３１
６７

「
一
、
足
搦
大
事
…
」（
呪
法
秘
伝
三

か
条
）

―
―

―
―

―
―

状
１
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作
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代

作
成

宛
所

形
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数
量

備
考

３１
６８

―１
［
絵
図
］

（
本
堂
ほ
か
建
物
間
取
り
図
）

―
―

―
―

―
―

鋪
１

土
蔵
３
つ
あ
り

３１
６８

―２
［
絵
図
］

（
本
堂
ほ
か
建
物
間
取
り
図
）

―
―

―
―

―
―

鋪
１

３１
６８

―３
［
絵
図
］

（
本
堂
ほ
か
建
物
間
取
り
図
）

―
―

―
―

―
―

鋪
１

小
塔
な
ど
あ
り

３１
６８

―４
［
絵
図
］

（
境
内
境
界
図
）

―
―

―
―

―
―

鋪
１

３１
６８

―５
［
絵
図
］

（
境
内
境
界
図
）

―
―

上
京
第
六
区
観
音
寺
門
前

町
持
主

東
間
寛
淳

―
―

鋪
１

３１
６９

口
述

（
例
年
の
祈
祷
料
な
ど
に
つ
き
）

―
―

―
―

―
―

状
１

後
欠

３１
７０

［
書
簡
］

「
先
加
成
ニ
而
快
晴
御
座
候
…
」（
昨

日
の
板
木
間
違
い
あ
る
に
つ
き
）

正
月
２９
日

新
善
光
寺

菩
提
寺
主
盟

状
１

３１
７１

「
為
歳
末
御
祝
儀
…
」（
金
５０
疋
下
さ

る
に
つ
き
）

１２
月
２６
日

岡
本
少
監
物

東
向
観
音
寺

状
１

３１
７２

―１
（
受
領
書
綴
一
括
）

午
９
月

―
―

観
音
寺

綴
７

３１
７２

―２
覚

（
東
御
門
分
金
高
な
ど
書
上
）

―
―

―
―

―
―

状
１

後
欠

３１
７３

（
受
領
書
綴
一
括
）

丑
９
月

―
―

観
音
寺

綴
６

３１
７４

［
書
簡
］

「
…
弥
折
か
ら
…
」

３
月

藤
屋

長
老

状
１

前
欠

３１
７５

［
書
簡
］
口
上

（
放
生
く
よ
う
金
２
朱
差
上
げ
に
つ

き
）

―
―

―
―

―
―

状
１

函
３１
－
７４
の
前
部

３１
７６

［
書
簡
］

「
弥
御
安
康
珍
重
…
」（
父
病
気
の
処
、

卒
去
に
つ
き
）

６
月
３
日

村
田
刑
部
丞

観
音
寺
長
老

状
１

３１
７７

―０
［
包
紙
］

―
―

小
堀
勝
太
郎

観
音
寺

状
１

３１
７７

―１
［
書
簡
］

「
年
始
之
内
御
嘉
例
…
」（
年
始
挨
拶

に
つ
き
）

正
月

小
堀
勝
太
郎

観
音
寺

状
１

３１
７８

［
書
簡
］
口
上

（
桶
山
家
へ
披
露
に
及
ぶ
に
つ
き
）

２
月
１５
日

将
監

安
藤
貢

状
１

３１
７９

［
書
簡
］

「
一
筆
啓
上
致
候
…
」（
御
祓
大
麻
進

上
に
つ
き
）

９
月
２１
日

泉
館
太
夫
舎
善

観
音
寺

状
１

３１
８０

［
書
簡
］

「
昨
日
平
井
公
…
」（
１６
日
中
当
社
へ

出
品
お
廻
し
下
さ
れ
た
き
に
つ
き
）
７
月
１５
日

北
野
神
社
社
務
所

観
音
寺
寺
務
所

状
１

３１
８１

［
書
簡
］

「
鳳
暦
更
新
之
霊
祥
…
」（
祈
祷
札
・

供
物
な
ど
今
度
披
露
に
つ
き
）

（
明
治
）
２２
年
１
月
１５
日

成
興
寺
兼
務

上
田
宥
浄
九
条
御
殿

御
家
扶
中

状
１
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宛
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形
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数
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備
考

３１
８２

［
書
簡
］

「
今
日
も
残
熱
甚
候
…
」（
善
能
寺
今

度
瑞
世
お
薦
め
に
つ
き
）

７
月
２３
日

―
―

―
―

状
１

後
欠

３１
８３

―０
［
包
紙
］

―
―

村
田
式
部
大
丞

杲
海
長
老

状
１

３１
８３

―１
［
書
簡
］

「
此
後
は
打
絶
御
疎
遠
…
」（
御
講
一

件
満
講
に
つ
き
）

―
―

式
部
大
丞

長
老

状
１

３１
８４

「
正
月
廿
五
日
よ
り
…
」（
日
雇
日
数

・
賃
銭
書
上
）

未
３
月

日
雇

友
七

―
―

状
１

３１
８５

［
書
簡
］

「
一
筆
致
啓
上
候
…
」（
祈
祷
執
行
・

大
麻
進
上
に
つ
き
）

９
月
２１
日

泉
館
太
夫
舎
善

観
音
寺

状
１

３１
８６

［
書
簡
］

「
為
中
元
御
祝
儀
…
」

７
月
８
日

佐
々
木
太
宰
大
監

東
向
観
音
寺

状
１

３１
８７

［
書
簡
］

「
…
懐
厚
奉
存
候
…
」（
断
簡
）

―
―

神
岡
玄
蕃
助

新
善
光
寺

状
１

３１
８８

―０
［
包
紙
］

―
―

堤
長
兵
衛

北
野
観
音
寺

状
１

３１
８８

―１
［
書
簡
］

「
一
筆
致
啓
上
候
仍
嘉
例
…
」（
祈
祷

・
大
麻
御
祝
儀
進
上
に
つ
き
）

９
月

堤
長
兵
衛

北
野
観
音
寺

状
１

３１
８９

―０
［
包
紙
］

―
―

小
堀
勝
太
郎

北
野
観
音
寺

状
１

３１
８９

―１
［
書
簡
］

「
年
始
之
為
御
嘉
詞
御
入
来
…
」

正
月

小
堀
勝
太
郎

北
野
観
音
寺

状
１

３１
９０

［
書
簡
］

「
為
中
元
之
御
祝
儀
…
」（
金
５０
疋
）
７
月
１１
日

保
田
刑
部
権
大
輔

観
音
寺

状
１

３１
９１

［
書
簡
］

「
寒
冷
之
節
ニ
御
座
候
…
」（
御
遺
具

拝
借
仰
せ
付
け
ら
れ
に
つ
き
）

１０
月
７
日

重
兵
衛

新
善
光
寺
御
院
中

状
１

３１
９２

［
書
簡
］

「
時
下
殊
之
外
秋
冷
…
」（
米
お
渡
し

の
儀
に
つ
き
）

―
―

新
善
光
寺
役
者

上
林
苑
役
者
中

状
１

３１
９３

口
述

（
御
見
舞
進
呈
仕
り
た
き
に
つ
き
）

１１
月
３
日

来
定
院

北
野
観
音
寺

尊
鑑
座
下

状
１

３１
９４

「
一
、
銀
八
拾
六
匁
…
」（
納
金
高
書

上
か
）

午
８
月
１５
日

―
―

―
―

状
１

前
欠
、
函
３１
－
７２
－
２
の

続
き

３１
９５

「
厨
子
入
本
尊
三
尺
…
」（
仏
像
・
体

寸
な
ど
書
上
）

―
―

―
―

―
―

状
１

３１
９６

口
状

（
帰
寺
後
に
関
す
る
口
書
）

２
月
２７
日

観
音
寺
役
僧

新
善
光
寺
役
方
中

状
１

３１
９７

「
覚

正
月
廿
四
日
…
」（
金
高
書
上

綴
）

未
３
月

―
―

―
―

綴
４
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３１
９８

六
日
北
野
持
参
品

―
―

―
―

―
―

状
１

３１
９９

覚
（
６
月
９
日
分
高
張
は
り
か
え
賃
な

ど
書
上
）

６
月
２６
日

奈
良
屋
吉
兵
衛

観
音
寺
役
人
中

状
１

３１
１００

「
一
、
米
倉
朝
…
」（
米
倉
石
垣
崩
れ

落
ち
、
直
し
に
つ
き
披
露
書
）

２
月
１６
日

―
―

―
―

状
１

３１
１０１

口
上

（
２７
日
お
出
で
に
つ
き
）

―
―

村
田

観
音
寺

状
１

３１
１０２

覚
（
１
貫
２４８
文
、
焼
ま
ん
ち
う
代
）

６
月
６
日

い
せ
や
義
直

観
音
寺

状
１

３１
１０３

「
此
後
品
御
そ
ま
つ
の
…
」（
供
養
と

し
て
品
渡
す
に
つ
き
）

―
―

川
嶋
・
吉
川

長
老

状
１

３１
１０４

「
…
御
祝
儀
性
微
之
至
ニ
…
」（
祝
儀

下
さ
る
に
つ
き
）

１
日

村
田
式
部
大
丞

―
―

状
１

虫
損

３１
１０５

［
書
簡
］

「
寒
中
な
か
ら
い
か
に
…
」（
放
生
供

養
に
つ
き
）

―
―

―
―

―
―

状
１

３１
１０６

―１
［
書
簡
］

（
委
細
御
入
れ
な
さ
れ
目
出
度
に
つ

き
）

―
―

―
―

―
―

状
１

後
欠

３１
１０６

―２
［
書
簡
］

「
極
月
廿
八
日
…
」

極
月
２８
日

入
江
雅
楽
頭

北
野
観
音
寺

状
１

前
欠

３１
１０７

覚
「
五
月
十
八
日
…
」（
炭
代
な
ど
書

上
）

７
月
１０
日

森
徳

観
音
寺

状
１

３１
１０８

口
上
書

「
先
達
而
度
々
奉
申
上
候
…
」（
用
水

四
条
川
、
壬
生
村
よ
り
妨
げ
に
つ

き
）

―
―

西
院
村
役
人

―
―

状
１

３１
１０９

「
一
、
三
百
三
拾
文
…
」（
金
高
書

上
）

―
―

村
田

観
音
寺

状
１

反
故
紙

３１
１１０

「
十
八
日

御
膳
料
…
」（
御
膳
料
書

上
）

―
―

丹
ご
や
内
ぜ
ん

―
―

状
１

３１
１１１

覚
「
廿
六
日
よ
り
廿
一
日
迄
…
」（
賽
銭

書
上
）

―
―

―
―

―
―

状
１

３１
１１２

口
代

「
来
ル
十
六
日
…
」（
積
金
２１
回
目
催

し
に
つ
き
、
出
席
さ
れ
た
き
旨
）

子
２
月

雲
龍
院
役
人

世
話
方
講
中

状
１

３１
１１３

「
速
證
院
法
橋
…
」（
僧
侶
名
書
上
）
―
―

―
―

―
―

状
１
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３１
１１４

覚
「
一
、
地
米
壱
石
ニ
付
…
」（
米
価
書

留
）

７
月
１２
日

―
―

―
―

状
１

３１
１１５

観
音
様
御
膳
料

―
―

菓
子
屋
喜
兵
衛

―
―

状
１

３１
１１６

［
書
簡
］

「
東
向
観
音
寺
様
」（
断
簡
）

―
―

―
―

―
―

状
１

前
欠

３１
１１７

覚
「
一
、
銀
弐
十
八
匁
…
」（
銀
高
書

上
）

―
―

―
―

―
―

状
１

３１
１１８

覚
「
拾
弐
匁
也

上
竹
…
」（
品
代
書

上
）

―
―

―
―

―
―

状
１

後
欠

３１
１１９

［
短
冊
］

「
初
蝉
や
松
に
日
高
き
知
恩
院
」

―
―

―
―

―
―

状
１

３１
１２０

［
扁
額
］

「
無
論
宝
」

―
―

―
―

―
―

１

３１
１２１

［
書
簡
］

「
寒
気
之
節
愈
…
」（
割
り
木
・
さ
つ

ま
芋
な
ど
進
上
に
つ
き
）

１１
月
１４
日

新
善
光
寺
役
者

上
林
苑
御
役
者
中

状
１

３１
１２２

［
書
簡
］

林
鐘
１６
日

槃
音
山
役
者

上
林
苑
観
音
寺
御
役
位
御

中
状

１

【
函
３２
】

函
N
o

原
表
題
・［
内
容
表
題
］

内
容
摘
記

作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

（
函
３２
－
１
～
１２
ま
で
聖
教
の
た
め
、
聖
教
編
の
目
録
に
掲
載
予
定
）

３２
１３

御
仏
間
宝
形
造
り
内
玄
関

御
玄
関
御
台
所
廊
下
共
木

寄
積
り
書

天
保
３
年
５
月

―
―

―
―

横
１

３２
１４

―０
再
建
惣
絵
図

―
―

観
音
寺

―
―

袋
１

３２
１４

―１
覚

（
諸
人
足
賃
銭
書
上
）

１０
月
２６
日

―
―

―
―

状
１

３２
１４

―２
［
書
簡
］

「
向
寒
之
砌
益
御
安
康
…
」（
絵
図
面

拙
者
へ
仰
せ
付
け
ら
れ
た
き
に
つ

き
）

１０
月
１７
日

大
宮

藤
井
嘉
兵
衛

東
向
観
音
寺

状
１

３２
１４

―３
「
畳

九
拾
四
帖
…
」（
建
築
部
材
数

・
簡
略
絵
図
面
）

―
―

―
―

―
―

状
１

３２
１４

―４
［
絵
図
］

「
東
正
面
ニ
三
間
四
方
…
」（
仏
間
宝

形
造
り
正
面
図
）

―
―

―
―

―
―

鋪
１
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３２
１４

―５
［
絵
図
］

（
庫
裏
見
取
図
か
）

―
―

―
―

―
―

鋪
１

３２
１４

―６
［
絵
図
］
御
殿
下
絵
図

―
―

―
―

―
―

鋪
１

３２
１４

―７
大
工
伊
之
助
様
御
木
寄
帳

天
保
２
年
２
月

―
―

―
―

横
１

３２
１４

―８
［
絵
図
］

（
仏
間
裏
正
面
図
か
）

―
―

―
―

―
―

鋪
１

３２
１４

―９
仮
建
物
普
請
御
願

文
政
１０
年
８
月

北
野
東
向
観
音
寺

―
―

竪
１

３２
１４

―１０

［
絵
図
］
庫
裏
妻

桁
行

五
間
梁
リ
行
五
間
拾
分
一

図

―
―

―
―

―
―

鋪
１

３２
１４

―１１
御
仏
間
庫
裏
・
御
玄
関
内

玄
関
廊
下
共
木
寄
帳

天
保
３
年
５
月

ま
つ
屋
新
兵
衛

東
向
観
音
寺
御
講
中

横
１

３２
１４

―１２
［
絵
図
］

（
庫
裏
見
取
図
）

―
―

―
―

―
―

鋪
１

他
の
図
面
と
配
置
異
な
る

３２
１４

―１３
［
絵
図
］

（
庫
裏
正
面
図
）

―
―

―
―

―
―

鋪
１

様
々
な
建
築
様
式
を
一
枚

に
描
く

３２
１５

―０
境
内
地
面
絵
図

―
―

上
林
苑
観
音
寺

―
―

袋
１

３２
１５

―１
［
絵
図
］

（
屋
敷
絵
図
面
）

―
―

―
―

―
―

鋪
１

３２
１５

―２
北
野
観
音
寺
門
前
家
数

（
１７
軒
）

寛
文
９
年
５
月
１８
日

観
音
寺
知
事
正
準

五
十
嵐
四
郎
兵
衛

状
１

３２
１５

―３
［
絵
図
］

（
庫
裏
絵
図
面
）

―
―

―
―

―
―

鋪
１

３２
１５

―４
［
絵
図
］

（
庫
裏
絵
図
面
）

―
―

―
―

―
―

鋪
１

間
数
の
付
箋
付

３２
１５

―５
［
絵
図
］

（
不
明
、
印
鑑
付
）

―
―

―
―

―
―

鋪
１

３２
１５

―６
［
絵
図
］

（
元
和
六
年
境
内
・
門
前
町
絵
図
面

写
）

元
和
６
年
５
月
１７
日

―
―

―
―

鋪
１

函
３２
－
１５
－
７
の
写
し

３２
１５

―７
［
絵
図
］

（
元
和
六
年
境
内
・
門
前
町
絵
図

面
）

元
和
６
年
５
月
１７
日

―
―

―
―

鋪
１

門
前
住
人
の
名
前
あ
り

３２
１５

―８
［
絵
図
］

（
元
和
六
年
境
内
・
門
前
町
絵
図

面
）

元
和
６
年
５
月
１７
日

―
―

―
―

鋪
１

門
前
住
人
の
名
前
な
し

３２
１５

―９
「
か
い
川
北
之
分
に
し
…
」（
門
前
な

ど
町
人
名
前
書
上
）

―
―

―
―

―
―

状
１

３２
１５

―１０
［
絵
図
］

（
庫
裏
見
取
図
面
）

―
―

―
―

―
―

鋪
１
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３２
１５

―１１
［
絵
図
］

（
境
内
・
門
前
絵
図
面
）

万
治
３
年
９
月
１２
日

当
山
泉
涌
之
末
寺
北
野
観

音
寺

―
―

鋪
１

天
正
１１
年
門
前
開
発
の
記

載
あ
り

３２
１６

「
明
治
廿
一
年
六
月
…
」（
受
講
日
記

断
簡
）

―
―

―
―

―
―

状
３１

竪
冊
断
簡

３２
１７

「
明
治
廿
二
年
九
月
廿
八
日
…
」（
受

講
日
記
断
簡
）

―
―

―
―

―
―

状
５２

竪
冊
断
簡

３２
１８

授
業
及
日
課
簿

（
綴
断
簡
一
括
）

明
治
２２
年
１
月

U
E
M
U
R
A

―
―

状

３２
１９

栽
培
経
済
問
答
新
誌

第

一
号

明
治
１４
年
１２
月
２０
日

東
京
神
田
区
栄
町
二
十
番

地
曳
尾
社

―
―

雑
誌

１

３２
２０

立
世
阿
毘
曇
論

慶
応
２
年

京
六
条
下
数
珠
屋
町

丁

子
屋
九
郎
右
衛
門

―
―

竪
１

３２
２１

「
明
治
廿
三
年
五
月
四
日
…
」（
受
講

日
記
断
簡
一
括
）

―
―

―
―

―
―

状

３２
２２

達
（
勤
惰
試
験
修
行
に
つ
き
）

明
治
２１
年
９
月
１４
日

中
小
学
林
幹
事

―
―

竪
１

３２
２３

「
五
相
成
身
…
」（
聖
教
か
）

嘉
永
５
年
４
月
４
日

―
―

―
―

竪
１

３２
２４

釈
教
正
謬
非
正
弁

―
―

―
―

―
―

竪
１

３２
２５

上
伸
書

（
当
寺
境
内
に
は
墓
地
な
き
旨
）

明
治
１８
年
１
月
２８
日

観
音
寺
住
職
平
民

上
田

宥
浄

京
都
府
知
事
北
垣
国
道
殿

代
理

京
都
府
大
書
記
官

尾
越
蕃
輔

竪
１

３２
２６

―１
（
転
住
・
兼
務
願
綴
）

―
―

―
―

―
―

綴
１

函
３２
－
２６
－
２
と
同
内
容

を
含
む

３２
２６

―２
転
住
職
願

明
治
２４
年
１０
月
２８
日

戒
光
寺
関
係
人
泉
涌
寺
一

山
総
代

準
別
格
観
音
寺

住
職
中
僧
都

北
脇
良
識

ほ
か
９
名

真
言
宗
長
者
大
僧
正

原

心
猛

状
３

竪
く
ず
れ

３２
２６

―３
「
送
リ
奉
ラ
ン
ト
ノ
語
ニ
ヨ
リ
」（
寺

宝
・
境
内
地
等
書
上
）

明
治
２８
年
７
月

観
音
寺
住
職

田
村
智
範
―
―

状
３

竪
く
ず
れ

３２
２６

―４
「
送
リ
奉
ラ
ン
ト
ノ
語
ニ
ヨ
リ
」（
寺

宝
・
境
内
地
等
書
上
）

―
―

観
音
寺
住
職

田
村
智
範
―
―

状
３

竪
く
ず
れ
、
３２
－
２６
－
３

と
同
内
容

３２
２６

―５
「
然
ル
ニ
天
保
年
中
…
」（
堂
宇
な
ど

書
上
）

―
―

―
―

―
―

状
１

前
欠
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３２
２７

土
地
賃
貸
借
契
約
証
書

大
正
２
年
１
月
１０
日

貸
主

東
向
観
音
寺

―
―

竪
１

３２
２８

（
泉
涌
寺
本
別
院
塔
中
明
細
）

―
―

―
―

―
―

竪
１

表
紙
に
控
を
預
る
旨
あ
り

３２
２９

貴
社
境
内
ヨ
リ
此
寺
門
前

マ
テ
敷
石
新
設
仕
度
ニ
付

御
願

明
治
２６
年
７
月

観
音
寺
住
職

田
村
智
範

ほ
か
３
名

北
野
神
社
社
務
中

状
１

３２
３０

（
修
復
の
た
め
有
志
掲
示
関
係
綴
）

―
―

―
―

―
―

綴
１

３２
３１

堂
宇
修
繕
費
勧
奨
之
諸
言

―
―

京
都
市
北
野
東
向
観
音
寺

・
信
徒
世
話
方

―
―

活
版

１

３２
３２

「
第
一
種
…
」（
観
音
寺
由
緒
）

―
―

―
―

―
―

状
１

３２
３３

（
永
祥
寺
合
寺
・
地
券
な
ど
届
類

綴
）

―
―

―
―

―
―

綴
１

３２
３４

普
請
御
願

安
永
７
年
１１
月

武
者
小
路
室
町
東
入
町

亀
尾
組
大
工
利
兵
衛

中
井
主
水
御
役
所

状
１

絵
図
付

３２
３５

普
請
重
而
御
願

―
―

北
野
東
向
観
音
寺

―
―

状
１

絵
図
付

３２
３６

「
一
、
葵
御
紋
付
金
灯
籠
…
」（
葵
紋

付
の
品
書
上
）

明
和
６
年
９
月

北
野
東
向
観
音
寺

御
奉
行
所

状
１

３２
３７

奉
為

（
金
１０
片
、
得
成
寺
殿
菩
提
と
し

て
）

明
和
６
年
１０
月
２４
日

一
条
殿
御
内

丹
下
阿
波

介
・
岡
本
肥
前
介

東
向
観
音
寺

状
１

３２
３８

上
京
区
第
六
組
観
音
寺
門

前
町
観
音
寺
境
内
外
区
別

略
図

―
―

京
都
府
第
二
部
土
木
課

―
―

状
１

写

３２
３９

謹
言
上

（
観
音
寺
及
寺
領
由
緒
書
）

明
暦
３
年
５
月
１２
日

北
野
御
本
地
堂
観
音
寺
宏

源
御
奉
行
所

状
１

３２
４０

覚
（
開
帳
中
衣
冠
等
１２
点
拝
借
に
つ

き
）

３
月
１０
日

北
野
観
音
寺
僧
鎧

一
条
殿

丹
下
阿
波
介
・

岡
本
肥
前
介

状
１

３２
４１

「
請
定
曼
荼
羅
供
職
衆
事
…
」（
出
席

僧
名
書
上
）

天
和
２
年
３
月

日
行
事
信
啓

阿
闍
梨
孤
雲
和
尚
位

状
１

３２
４２

奉
願
口
上
覚

（
御
沙
汰
御
用
捨
願
に
つ
き
）

３
月
２２
日

興
静
親
類
惣
代
■
■
三
郎

左
衛
門
ほ
か
１
名

新
善
光
寺
御
院
主

状
１

３２
４３

偽
書
録

（
立
川
流
の
伝
承
な
ど
控
え
）

天
和
２
年

宏
源

―
―

状
１
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函
N
o

原
表
題
・［
内
容
表
題
］

内
容
摘
記

作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

３２
４４

供
養
作
法

（
式
次
第
書
上
）

―
―

―
―

―
―

状
１

後
欠

３２
４５

口
達

（
講
を
開
催
、
懸
銀
・
飯
料
添
え
返

却
に
つ
き
）

午
４
月
１８
日

一
条
殿
御
勘
定
所

北
野
観
音
寺

状
１

３２
４６

北
野
観
音
寺
開
基
之
事

（
什
宝
な
ど
書
上
）

―
―

―
―

―
―

状
１

後
欠
、
端
裏
書
あ
り
、
享

保
４
年
７
月
の
作
成
か

３２
４７

運
送
請
取
扣

―
―

―
―

―
―

横
１

３２
４８

「
一
、
今
時
釈
家
之
格
式
大
凡
…
」

（
泉
涌
寺
山
外
５
ヶ
寺
を
軽
ん
ず
る

旨
）

―
―

―
―

―
―

状
１

函
３２
－
４９
草
案
か

３２
４９

「
就
今
時
之
釈
氏
門
之
風
儀
…
」（
泉

涌
寺
山
外
５
ヶ
寺
を
軽
ん
ず
る
旨
）
―
―

―
―

―
―

状
１

３２
５０

覚
「
一
、
十
二
日
早
朝
よ
り
…
」（
日

記
）

―
―

―
―

―
―

状
１

３２
５１

「
就
今
時
之
釈
氏
門
之
風
儀
…
」（
泉

涌
寺
山
外
５
ヶ
寺
を
軽
ん
ず
る
旨
）
―
―

―
―

―
―

状
１

函
３２
－
４９
草
案
か

３２
５２

内
々
依
御
尋
申
進
候
口
上

覚

（
泉
涌
寺
法
金
剛
院
を
不
当
に
除
名

せ
る
旨
に
つ
き
）

―
―

―
―

―
―

状
１
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